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若
い
世
代
の
人
口
流
出
に
歯
止
め

を
か
け
る
、
京
阪
神
を
中
心
に
瀬

戸
内
市
で
ゆ
っ
た
り
と
暮
ら
し
た

い
人
に
対
し
て
さ
ら
な
る
魅
力
発

信
と
高
齢
に
な
っ
て
か
ら
も
安
心

し
て
生
活
で
き
る
環
境
の
整
備
を

考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
な
ど
に
よ
っ
て

具
体
的
に
検
討
し
、
住
み
続
け
る

こ
と
の
安
心
感
や
し
あ
わ
せ
感
を

持
つ
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
ま
す
。

　

市
政
運
営
上
特
に
重
要
で
戦
略

的
か
つ
組
織
横
断
的
な
検
討
が

必
要
な
案
件
に
つ
い
て
は
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
設
置
し
、
検

討
を
重
ね
て
い
ま
す
。

　
「
新
病
院
建
設
構
想
検
討
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
で
は
、
５
月

に
設
置
後
、
病
院
事
業
部
が
事
務

局
を
持
つ
検
討
委
員
会
と
連
携
し

な
が
ら
検
討
を
進
め
ま
し
た
。
計

８
回
の
会
議
を
開
催
し
、
主
に
新

病
院
の
機
能
・
規
模
、
地
域
包
括

ケ
ア
実
現
の
た
め
に
求
め
ら
れ
る

機
能
・
規
模
、
建
設
候
補
地
、
経

営
形
態
な
ど
に
つ
い
て
の
協
議
を

進
め
、
基
本
構
想
の
と
り
ま
と
め

の
最
終
段
階
に
あ
り
ま
す
。

　
「
新
図
書
館
整
備
検
討
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
で
は
、
会
議
の

開
催
や
複
数
の
先
進
地
視
察
な
ど

を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
に
基

づ
き
、
新
施
設
の
理
念
や
目
的
、

基
本
的
な
機
能
な
ど
に
つ
い
て
整

理
し
た
「
新
図
書
館
整
備
基
本
構

平
成
23
年
度
当
初
予
算
（
案
）

　

当
初
予
算
の
編
成
に
当
た
っ
て

は
、
市
の
経
営
指
針
で
あ
る
第
２

次
瀬
戸
内
市
総
合
計
画
に
掲
げ
る

将
来
像
「
人
と
自
然
が
織
り
な
す

し
あ
わ
せ
実
感
都
市　

瀬
戸
内
」

の
実
現
の
た
め
、
財
政
運
営
適
正

化
計
画
の
第
一
目
標
で
あ
る
「
歳

入
に
見
合
っ
た
歳
出
構
造
へ
の
転

換
」「
基
金
を
取
り
崩
さ
な
く
て

も
収
支
の
均
衡
が
と
れ
る
財
政
体

質
の
確
立
」
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

当
初
予
算
（
案
）
で
は
、
一
般

会
計
予
算
の
歳
入
の
う
ち
、
市
税

に
つ
い
て
は
、
個
人
市
民
税
が
景

気
後
退
の
影
響
な
ど
で
対
前
年
比

６・３
％
（
９
、７
４
９
万
円
）
の

減
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。一
方
で
、

法
人
市
民
税
が
企
業
業
績
の
回

復
な
ど
か
ら
対
前
年
比
３５
・
６
％

（
１
億
３
、８
６
７
万
円
）
の
増
と

見
込
ん
で
い
る
た
め
、
市
税
全

体
で
は
対
前
年
比
１・３
％
（
５
、

９
０
１
万
円
）
の
増
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

地
方
交
付
税
に
つ
い
て
は
、
人

口
減
に
よ
る
減
少
が
見
込
ま
れ
る

も
の
の
、
地
方
の
地
域
活
性
化
・

雇
用
・
子
育
て
施
策
な
ど
の
継
続

的
な
取
り
組
み
に
必
要
な
特
別
枠

「
地
域
活
性
化
・
雇
用
等
対
策
費
」

に
よ
る
財
源
の
確
保
や
税
収
の
動

向
な
ど
か
ら
、対
前
年
比
１・３
％

（
６
、０
０
０
万
円
）
の
増
と
見
込

ん
で
い
ま
す
。

　

市
債
は
、
地
方
財
源
の
不
足
を

補
て
ん
す
る
た
め
の
臨
時
財
政
対

策
債
は
対
前
年
比
７
・
１
％
（
６
、

０
０
０
万
円
）
の
増
と
見
込
ん
で

い
ま
す
が
、
財
政
運
営
適
正
化

計
画
に
基
づ
き
、
市
債
の
発
行
額

を
抑
制
し
た
こ
と
か
ら
、
市
債
全

体
で
は
対
前
年
比
７
・５
％
（
９
、

１
９
０
万
円
）
の
減
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

歳
出
で
は
、
義
務
的
経
費
が
全

体
の
約
52
％
を
占
め
て
お
り
、
償

還
の
ピ
ー
ク
を
過
ぎ
た
公
債
費

は
減
少
し
た
も
の
の
、
錦
海
塩
田

跡
地
の
振
興
や
図
書
館
の
整
備
な

ど
に
係
る
職
員
の
配
置
、
地
方
議

会
議
員
年
金
制
度
の
廃
止
に
伴
う

負
担
金
の
増
額
な
ど
に
よ
る
人
件

費
、
社
会
保
障
費
の
自
然
増
や
子

ど
も
手
当
の
増
額
、
中
学
生
ま
で

の
医
療
費
の
無
料
化
な
ど
に
よ
る

扶
助
費
の
増
加
に
よ
り
対
前
年
比

２・８
％
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

投
資
的
経
費
で
は
、
翌
年
度
工

　

国
勢
調
査
の
速
報
値
に
よ
る
と

本
市
の
人
口
は
平
成
17
年
と
比
較

し
て
１
、２
０
０
人
程
度
減
少
し

て
い
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。

　

岡
山
県
全
体
が
減
少
傾
向
に
あ

る
中
で
、
減
少
の
割
合
は
比
較
的

大
き
く
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
人
口

減
少
の
速
度
を
緩
め
、
地
域
間
の

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
持
続
可
能
な

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

住
民
基
本
台
帳
の
デ
ー
タ
な
ど

か
ら
本
市
の
特
徴
と
し
て
推
測
さ

れ
る
こ
と
と
し
て
、
転
入
と
転
出

の
差
は
大
き
く
な
い
も
の
の
、
比

較
的
若
い
世
代
の
転
出
が
見
ら

れ
、
結
果
的
に
人
口
が
自
然
減
少

し
て
い
く
状
況
と
な
っ
て
い
る
点

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

他
方
、
京
阪
神
方
面
か
ら
の
転

入
も
一
定
程
度
見
ら
れ
、
県
外
か

ら
瀬
戸
内
市
に
魅
力
を
感
じ
る
人

が
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、今
後
は
、

３
０
％
減
量
」
を
目
標
に
掲
げ
て

推
進
し
て
い
ま
す
が
、
現
在
の
と

こ
ろ
５
％
前
後
の
減
量
で
推
移
し

て
い
る
状
況
で
す
。
本
年
度
の
取

り
組
み
を
継
続
し
、
今
後
市
民
一

人
ひ
と
り
へ
の
働
き
か
け
を
さ
ら

に
積
極
的
に
行
う
た
め
の
具
体
的

な
施
策
の
検
討
を
進
め
て
い
く
予

定
で
す
。

　
「
定
住
化
検
討
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
」
で
は
、
ま
だ
検
討
を
始

め
た
ば
か
り
で
す
が
、
主
と
し
て

若
年
層
世
帯
の
瀬
戸
内
市
内
へ
の

定
住
化
を
促
進
す
る
魅
力
的
な
施

策
の
検
討
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。

　
「
錦
海
塩
田
跡
地
活
用
検
討
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
は
、
担
当

課
だ
け
で
は
検
討
が
困
難
な
錦
海

塩
田
跡
地
を
取
り
巻
く
諸
課
題
に

つ
い
て
、
ま
ず
は
課
題
を
整
理
し

た
上
で
、
具
体
的
な
対
応
策
や
内

外
と
の
連
携
方
策
に
つ
い
て
、
議

会
と
も
連
携
を
取
り
な
が
ら
検
討

を
深
め
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

想
」
を
本
年
度
中
に
と
り
ま
と
め

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
「
生
活
交
通
シ
ス
テ
ム
検
討
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
で
は
、
交

通
空
白
地
域
や
い
わ
ゆ
る
交
通
弱

者
等
の
実
態
把
握
に
努
め
る
な
ど

瀬
戸
内
市
に
合
っ
た
生
活
交
通
の

仕
組
み
を
協
議
し
て
い
ま
す
。
７

月
ご
ろ
ま
で
に
は
事
業
者
を
含
め

た
公
共
交
通
会
議
を
開
催
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
「
子
ど
も
教
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
」
で
は
、
教
育
委
員
会
と

保
健
福
祉
部
と
の
連
携
の
下
、
ア

ン
ケ
ー
ト
な
ど
を
実
施
し
た
上

で
、
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
や
各

園
で
の
対
応
の
強
化
方
策
な
ど
に

つ
い
て
協
議
を
し
て
い
ま
す
。
今

後
、
こ
れ
ら
の
子
ど
も
支
援
の
諸

施
策
の
具
体
化
に
つ
い
て
さ
ら
に

議
論
を
深
め
て
い
き
ま
す
。　

　
「
ご
み
30
％
減
量
作
戦
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
で
は
、
平
成
22

年
度
か
ら
の
３
年
間
で
「
ご
み

事
の
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
か
も
め

施
設
整
備
事
業
や
学
校
教
育
施
設

耐
震
化
整
備
事
業
の
設
計
費
な
ど

を
計
上
し
て
い
ま
す
が
、
市
道
南

北
線
な
ど
の
工
事
完
了
に
よ
り
対

前
年
比
30
・
９
％
の
大
幅
な
減
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
の
経
費
で
は
、
補
助
費

等
が
土
地
改
良
事
業
の
償
還
助
成

の
減
な
ど
に
よ
り
減
少
し
て
い
る

も
の
の
、
電
算
シ
ス
テ
ム
の
更
新

な
ど
の
物
件
費
、
下
水
道
事
業
特

別
会
計
の
公
債
費
な
ど
の
増
加
に

よ
る
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
が
増

額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
結
果
、一
般
会
計
予
算
は
、

１
４
０
億
６
、９
１
８
万
８
千
円

と
な
り
、
前
年
度
と
比
較
す
る
と

０・
２
％（
２
、６
６
９
万
５
千
円
）

の
微
増
と
な
り
ま
す
。

防
犯
灯
の
管
理

　　

防
犯
灯
の
電
球
交
換
は
、
４
月

か
ら
中
国
電
力
に
よ
る
無
料
の
取

り
替
え
サ
ー
ビ
ス
が
中
止
さ
れ
る

こ
と
に
伴
い
、
市
所
有
、
自
治
会

所
有
に
か
か
わ
ら
ず
、
市
が
対
応

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

市
へ
の
連
絡
方
法
な
ど
は
、
３

月
中
に
行
政
委
員
や
市
民
へ
お
知

ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
市
が
所
有
す
る
防
犯
灯

は
、
維
持
管
理
コ
ス
ト
な
ど
を
考

慮
し
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
に
順
次
切

り
替
え
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

消
費
生
活
相
談
事
業

　

高
齢
者
を
中
心
と
し
た
悪
質
商

法
被
害
の
増
加
が
報
告
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
た
め
、
２
月
に
竹
内

俊
一
弁
護
士
を
講
師
に
迎
え
て
、

「
高
齢
者
被
害
早
期
発
見
・
対
応

勉
強
会
」
を
開
催
し
た
と
こ
ろ
、

高
齢
者
と
関
わ
る
機
会
の
多
い
民

生
委
員
・
児
童
委
員
、
社
会
福
祉

協
議
会
の
協
力
に
よ
り
、
福
祉
委

員
な
ど
３
地
域
で
約
１
５
０
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
度
に
は
、
さ
ら
に
消

費
生
活
相
談
事
業
を
充
実
す
べ

く
、
国
の
地
方
消
費
者
行
政
活
性

化
事
業
の
活
用
に
よ
り
、
専
門
の

嘱
託
相
談
員
を
雇
用
す
る
た
め
の

予
算
を
計
上
し
、
相
談
体
制
の
強

化
を
図
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

小
児
医
療
費
を
無
料
化

　

10
月
１
日
か
ら
中
学
３
年
生
ま

で
の
医
療
費
を
無
料
に
し
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
通
院
は
就
学
前
ま

で
、
入
院
に
つ
い
て
は
小
学
６
年

生
ま
で
無
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、市
独
自
の
施
策
と
し
て
、

平
成
21
年
７
月
受
診
分
か
ら
、
子

育
て
支
援
医
療
費
助
成
の
制
度
を

設
け
、
通
院
・
入
院
と
も
に
中
学

３
年
生
ま
で
は
医
療
費
の
２
割
分

を
助
成
し
、
保
護
者
の
実
質
的
な

負
担
は
１
割
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

子
育
て
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

諸
施
策
を
通
じ
、
総
合
計
画
の
基

本
構
想
に
も
掲
げ
る
「
安
心
し
て

子
供
を
出
産
し
、
育
て
る
こ
と
が

で
き
る
ま
ち
」「
子
供
た
ち
が
夢

を
持
ち
続
け
ら
れ
る
ま
ち
」
の
実

現
を
目
指
し
ま
す
。

高齢者の被害防止を学んだ勉強会

蔵書が溢れる現在の瀬戸内市立図書館



民
間
保
育
園
の
新
設

　

４
月
１
日
に
「
長
船
ち
と
せ
保

育
園
」
が
開
園
し
ま
す
。
定
員
は

80
人
に
対
し
、
年
度
当
初
の
入
園

児
は
39
人
に
な
る
見
込
み
で
す
。

　

今
後
は
、
途
中
入
園
の
希
望
者

が
あ
っ
た
場
合
、
保
護
者
の
理
解

の
下
、
同
保
育
園
へ
の
入
園
調
整

を
行
い
ま
す
。

　

同
保
育
園
に
は
、
保
護
者
か
ら

の
要
望
も
多
か
っ
た
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
を
併
設
し
て
お
り
、
子

育
て
家
庭
や
そ
の
支
援
団
体
な
ど

が
積
極
的
に
活
用
で
き
る
セ
ン

タ
ー
と
す
る
た
め
、
市
内
の
各
保

育
園
と
の
連
携
に
努
め
る
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

　

公
立
の
保
育
園
で
は
、
多
目
的

ホ
ー
ル
を
保
育
室
と
し
て
利
用
し

て
い
た
ホ
ー
ル
保
育
を
、
邑
久
保

育
園
と
福
田
保
育
園
の
２
園
で
解

消
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

　

入
園
可
能
年
齢
は
、
現
在
は
生

後
６
か
月
で
す
が
、
平
成
23
年
度

か
ら
は
、
市
内
の
民
間
保
育
園
に

お
い
て
、
生
後
２
か
月
か
ら
の
入

園
が
可
能
と
な
り
、
産
後
休
暇
終

了
後
に
育
児
休
業
取
得
が
困
難
な

家
庭
へ
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

土
地
改
良
事
業
分
担
金
の
減
免

　

用
排
水
路
に
は
、
一
般
家
庭
の

排
水
が
多
く
放
流
さ
れ
、
土
地
改

良
事
業
に
対
す
る
負
担
を
農
家
だ

け
に
求
め
る
こ
と
に
不
公
平
感
が

生
じ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
４

月
１
日
か
ら
用
水
専
用
水
路
、
パ

イ
プ
ラ
イ
ン
、
頭
首
工
（
河
川
の

流
水
を
用
水
路
に
引
き
入
れ
る
た

め
の
施
設
）、
樋
門
、
た
め
池
と

い
っ
た
受
益
者
が
特
定
で
き
る
施

設
に
限
定
し
、
排
水
が
多
く
流
入

す
る
用
水
路
に
つ
い
て
は
、
か
ん

が
い
排
水
事
業
の
分
担
金
を
免
除

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
幅
員
３
㍍
以
上
の
農

道
・
林
道
に
つ
い
て
も
、
一
般
車

両
の
通
行
が
増
大
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
用
排
水
路
と
同
様
に
分
担

金
を
免
除
し
ま
す
。

病
院
改
革

　

10
月
に
（
財
）
日
本
医
療
機
能

評
価
機
構
の
病
院
機
能
評
価
を
受

審
す
る
た
め「
職
員
の
意
識
改
革
」

「
市
民
に
信
頼
さ
れ
る
病
院
」
を

目
指
し
て
職
員
一
丸
と
な
っ
て
取

り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
地
域
連
携
に
向
け
て
、

昨
年
末
「
岡
山
も
も
脳
ネ
ッ
ト
」、

県
の
「
地
域
連
携
パ
ス
」
に
参
入

し
ま
し
た
。

　

新
病
院
建
設
を
前
に
新
し
い
医

療
機
器
の
導
入
は
控
え
て
い
ま
し

た
が
、
診
療
を
受
け
る
患
者
へ
の

診
療
機
能
の
強
化
と
サ
ー
ビ
ス
向

上
の
た
め
、
最
低
限
の
機
器
に
つ

い
て
は
整
備
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

導
入
後
10
年
を
経
過
し
た
Ｃ
Ｔ

は
、
新
年
度
に
は
、
Ｘ
線
検
出
器

を
複
数
に
配
列
し
た
16
列
マ
ル
チ

ス
ラ
イ
ス
Ｃ
Ｔ
と
併
せ
て
画
像
保

存
通
信
シ
ス
テ
ム
「
パ
ッ
ク
ス
」

の
導
入
を
考
え
て
お
り
、
こ
れ
ら

の
機
器
は
新
病
院
へ
移
設
す
る
計

画
で
す
。

　

ま
た
、
病
院
の
Ｉ
Ｔ
化
に
向
け

て
、
レ
セ
プ
ト
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

の
更
新
、
病
院
業
務
の
省
力
化
と

サ
ー
ビ
ス
提
供
の
短
縮
化
を
目
指

す
た
め
一
部
に
オ
ー
ダ
リ
ン
グ
シ

ス
テ
ム
や
電
子
カ
ル
テ
の
導
入
も

計
画
し
て
い
ま
す
。

学
校
の
耐
震
補
強
工
事

　

教
育
委
員
会
で
は
「
学
校
施
設

等
の
耐
震
化
計
画
」
に
基
づ
き
平

成
24
年
度
完
了
を
目
指
し
て
耐
震

補
強
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
Ｉ
Ｓ
値
０・
３
未

満
の
耐
震
補
強
工
事
と
し
て
、
邑

久
小
学
校
・
今
城
小
学
校
・
玉
津

小
学
校
の
体
育
館
、
牛
窓
北
小
学

校
・
邑
久
小
学
校
の
校
舎
、
邑
久

小
学
校
ゆ
め
広
場
、
長
船
中
学
校

技
術
教
室
が
本
年
度
末
ま
で
に
完

成
し
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
は
Ｉ
Ｓ
値
０・
３

以
上
の
耐
震
補
強
工
事
と
し
て

邑
久
小
学
校
と
裳
掛
小
学
校
の
校

舎
、
長
船
中
学
校
特
別
教
室
棟
校

舎
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　

な
お
、
牛
窓
東
小
学
校
校
舎
の

耐
震
補
強
工
事
は
、
岡
山
県
建
築

物
耐
震
診
断
等
評
価
委
員
会
で
の

指
摘
事
項
を
踏
ま
え
て
協
議
し
た

結
果
、
改
築
す
る
方
針
で
平
成
23

年
度
に
実
施
設
計
を
行
い
、
工
事

は
平
成
24
年
度
に
実
施
す
る
計
画

で
す
。

英
語
活
動
へ
の
対
応

　

小
学
校
で
は
、
新
し
い
学
習
指

導
要
領
の
実
施
に
伴
い
、
平
成
23

年
度
か
ら
外
国
語
活
動
（
英
語
活

動
）
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
と
な
り

ま
す
。
特
に
小
学
校
５
・
６
年
生

で
は
、
英
語
を
使
う
活
動
が
週
１

回
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
市
で
は
、
岡
山
県

が
新
た
に
実
施
す
る
「
外
国
語
教

育
推
進
事
業
」
に
取
り
組
む
予
定

で
す
。
県
内
３
中
学
校
区
が
２
年

間
の
研
究
指
定
を
受
け
、
小
学
校

と
中
学
校
が
連
携
し
て
英
語
活
動

の
研
究
を
進
め
る
も
の
で
、
本
市

で
は
、
長
船
地
域
を
研
究
地
域
に

想
定
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
へ
の
参
加
に
よ
り
、

小
学
生
が
英
語
に
親
し
み
、
英
語

を
活
用
で
き
る
力
を
伸
ば
す
と
と

も
に
、
中
学
校
で
の
英
語
教
育
へ

ス
ム
ー
ズ
な
移
行
を
目
指
す
も
の

と
し
ま
す
。

新たな子育て支援の拠点となる長船ちとせ保育園

職員の市
　市職員の給与は、人事院の勧告やほかの地方自治体との均衡
を考慮して、条例で定められていますが、市民により一層のご
理解をいただくため、現在の状況をお知らせします。詳細は、
市のホームページに掲載しています。
■問い合わせ先　総務課　☎０８６９-２２ - １１１１ 

給与状況を公表

５  職員の初任給の状況　H22.4.1 現在
区分 瀬戸内市 国

一般行政職
大学卒

円 円

172,200 172,200

高校卒 140,100 140,100

技能労務職 高校卒 137,200 ― 

６  職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況　H22.4.1 現在

区分
経験年数

10年 15 年 20 年

一般行政職
大学卒

円 円 円

235,967 288,400 335,367

高校卒 200,150 263,800 296,350

７  一般行政職の級別職員数の状況　H22.4.1 現在
区分 7級 6級 5級 4級 3級 2級 1級

計
標準的な職務内容 部長 課長・参事 課長補佐 係長・主幹 主査 主任 主事

職員数
人

8 32 25 26 37 38 35 201

構成比
％
4.0 15.9 12.4 12.9 18.5 18.9 17.4 100.0

８ 職員手当の状況（上水道・病院事業職員を除く全職員）
（１） 期末手当・勤勉手当　H22.4.1 現在

区分 6月期 12 月期 計
期末手当 月分 1.25 1.50 2.75
勤勉手当 月分 0.70 0.70 1.40

（３） 特殊勤務手当　H22.4.1 現在
支給実績（21年度決算） 3,308 千円

支給職員 1人当たり平均支給年額（21年度決算） 48,647 円
職員全体に占める手当支給職員の割合（21年度） 16.3%

手当の種類（手当数） 6
手当の名称 支給対象職員 主な支給対象業務 支給単価
防疫作業手当 作業従事職員 感染病防疫作業 日額 1,000 円
犬猫死体処理手当 作業従事職員 犬猫等の死体処理作業 １体 1,000 円
行旅人死体取扱手当 作業従事職員 行旅死亡人の死体処理 １体 3,000 円
環境衛生手当 作業従事職員 クリーンセンター等での業務 月額 15,000 円

火葬業務手当 作業従事職員
火葬作業（平日） １体 18,000 円
火葬作業（土日・祝日） １体 25,000 円

消防業務手当 消防業務従事職員
休日等出勤 １回 300～ 500 円
救急出動等 １回 150～ 370 円

（４） 時間外勤務手当
支給実績（21年度決算） 53,719 千円

職員１人当たり平均支給年額（21年度決算） 129 千円

11  部門別職員数の状況と主な増減理由 　H22.4.1 現在

区分
職員数 対前年

増減数 主な増減理由
平成 21年 平成 22 年

給
料

一
般
行
政
部
門

議会 5 人 5 人 0 人

総務 73 72 △ 1 人事異動による減
税務 19 19 0
農林水産 16 10 △ 6 機構改革による減
商工 4 4 0
土木 13 17 4 機構改革による増
民生 87 85 △ 2 人事異動による減
衛生 27 27 0
計 244 239 △ 5

教育部門 70 68 △ 2 指定管理者制度による減
消防部門 68 69 1 欠員補充による増
小計 382 376 △ 6

会
計
等
部
門

公
営
企
業

病院 76 77 1 欠員補充による増
水道 30 29 △ 1 人事異動による減
下水道 9 13 4 機構改革による増
その他 25 25 0
小計 140 144 4

合計 522 520 △ 2

１ 人件費の状況（平成 21 年度普通会計決算）
住民基本台帳人口
（21年度末）

歳出額
A 実質収支 人件費

B
人件費比率
B/A

人 千円 千円 千円 ％

39,092 15,711,655 439,946 3,078,290 19.6
（注）人件費には市長・議員などの給料・報酬を含んでいます。

２  職員給与費の状況（平成 21 年度普通会計決算）
職員数
A

給与費 １人当たり給与費
B/A給料 職員手当 期末・勤勉手当 計 B

人 千円 千円 千円 千円 千円

381 1,337,604 177,537 491,873 2,007,014 5,268
（注）職員手当には、退職手当を含みません。また、職員数は平成 21 年 4月 1日現在の人数です。

３  一般行政職の給与水準（ラスパイレス指数の状況） 　H22.4.1 現在
瀬戸内市 県内 14市平均（岡山市を除く）

93.7 99.0
（注）ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を 100 とした場合の地方公務員の給与水

準を示す指数です。

（２） 退職手当　H22.4.1 現在
区分 勤続 20年 勤続 25 年 勤続 35 年 最高限度額

　自己都合 月分 23.50 33.50 47.50 59.28
　勧奨・定年 月分 30.55 41.34 59.28 59.28
平成 21 年度 1人当たり平均支給額　自己都合 5,817 千円　勧奨・定年 28,262 千円

（注）退職手当の１人当たり平均支給額は平成21年度に退職した職員に支給された平均額です。

（５） その他の手当　H22.4.1 現在

手当名 内容及び支給単価 支給実績
（21年度決算）

支給職員１人当たり
平均支給年額

（21 年度決算）

扶養手当 配偶者、子どもなどの区分により被扶養
親族 1人につき 6,500 円～ 13,000 円

千円 円

39,619 235,827
住居手当 借家のみ 12,000 円～ 27,000 円 23,873 274,402

通勤手当

　・交通機関利用者
　運賃の額に応じて最高 55,000 円まで支給
　・自動車などの使用者
　距離に応じて 2,000 ～ 24,500 円

22,402 61,883

管理職手当 職に応じて給料の 7.2 ～ 9.6%（8～ 12％） 36,549 384,726
管理職員特別
勤務手当

管理職が緊急時、休日等に出勤した場合
1回上限 4,000 円、6時間超 6,000 円 222 5,285

宿日直手当 勤務場所に応じて 4,200 ～ 5,900 円 5,845 14,084
（注）平成 20 年度から管理職手当の減額措置を行っています。（　）は減額前の数値です。

９ 特別職の報酬等の状況 　H22.4.1 現在
区分 給料月額 期末手当

給
料

市長
円

平成 21 年度支給割合 2.95 月分（6月期
1.4 月分、12 月期 1.55 月分）・加算措置
44％

660,000（880,000）

副市長 576,000（720,000）

教育長 531,200（640,000）

報
酬

議長 450,000
平成 21 年度支給割合 3.0 月分（6 月期
1.4 月分、12 月期 1.6 月分）・加算措置
15%

副議長 380,000

議員 350,000
（注）市長25％、副市長20％、教育長17％の減額措置を行っています。（　）は減額前の数値です。

10  定員管理の数値目標及び進捗状況 　H17.4.1 ～ H22.4.1 における定員管理の数値
職員数

増減数 増減率
H17.4.1 H22.4.1

人 人 人 ％

561 520 △ 41 △ 7.31

４  職員の平均年齢、平均給料月額の状況 　H22.4.1 現在
区分 平均年齢 平均給料月額

一般行政職
歳 円

41.5 308,200

技能労務職 52.2 286,900
（注）平均給料月額とは平成 22 年 4月 1日現在における各職種ごとの職員の基本給の平均です。



　

ま
た
、
40
歳
か
ら
64
歳
ま
で

の
人
は
、
介
護
保
険
料
率
も
１
・

５
１
％
（
現
行
１・
５
０
％
）
へ

変
更
さ
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

協
会
け
ん
ぽ
岡
山
支
部

　

☎
０
８
６-

８
０
３-

５
７
８
０

　

HP http://www.kyoukaikenpo.

　

or.jp/

 

お
知
ら
せ
し
ま
す

 

介
護
保
険
料
の
基
準
額
と
納
付
月

　

平
成
21
〜
23
年
度
に
お
け
る
65

歳
以
上
の
人
の
介
護
保
険
料
基
準

額
は
、年
額
５
５
、２
０
０
円
（
月

額
４
、６
０
０
円
）
で
す
。

　

保
険
料
は
、
前
年
の
所
得
が
確

定
す
る
ま
で
の
間
を
仮
算
定
（
仮

徴
収
）
期
間
と
し
、
前
年
度
の
保

険
料
を
基
に
算
定
し
ま
す
。

　

前
年
の
所
得
が
６
月
に
確
定
し

た
後
、
年
間
保
険
料
を
決
定
し
、

仮
算
定
（
仮
徴
収
）
期
間
の
保
険

料
を
差
し
引
い
た
額
を
納
め
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
納
付
月
な
ど
は

次
の
と
お
り
で
す
。

【
普
通
徴
収
】（
納
付
書
、
口
座
振   

　

替
を
利
用
の
人
）

　

４
月
に
仮
算
定
納
付
通
知
書
が

届
き
ま
す
（
納
期
限
５
月
２
日
）。

そ
の
後
、
６
月
に
本
算
定
納
付
通

知
書
が
届
き
ま
す
の
で
、
６
、８
、

10
、
12
、
２
月
の
納
付
月
に
納
め

て
く
だ
さ
い
。

【
特
別
徴
収
】（
年
金
か
ら
天
引
き

　

の
人
）

　

前
年
度
の
２
月
分
の
保
険
料
の

額
が
仮
徴
収
額
と
し
て
、
４
、６
、

８
月
分
の
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ

ま
す
。
６
月
に
本
算
定
決
定
通
知

瀬戸内市介護保険料（年額）

固
定
資
産
税
課
税
明
細
書
の

内
容
確
認
を

　　

現
在
送
付
し
て
い
る
固
定
資
産

税
の
納
税
通
知
書
に
は
、
土
地
・

家
屋
の
課
税
明
細
書
が
同
封
さ
れ

て
い
ま
す
。　

　

課
税
明
細
書
に
あ
る
各
物
件
の

備
考
欄
に
は
、「
住
宅
用
地
の
特

例
」「
新
築
住
宅
の
軽
減
」「
新
築

住
宅
の
軽
減（
適
用
最
終
年
）」「
登

記
簿
上
の
所
有
者
」「
公
益
減
免
」

の
情
報
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧

帳
簿
を
閲
覧
で
き
ま
す

　

土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿

に
は
、
土
地
の
地
目
、
地
積
、
評

価
額
な
ど
や
家
屋
の
種
類
、構
造
、

床
面
積
、
評
価
額
な
ど
が
記
載
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

土
地
・
家
屋
の
評
価
額
を
比
較

し
、
自
ら
の
土
地
・
家
屋
の
評
価

　

固
定
資
産
税
と
は
、
毎
年
１
月

１
日（
賦
課
期
日
）現
在
に
土
地・

家
屋
・
償
却
資
産
と
い
っ
た
固
定

資
産
を
所
有
し
て
い
る
人
が
、
そ

の
固
定
資
産
の
価
格
を
も
と
に
算

出
さ
れ
る
税
額
を
そ
の
固
定
資
産

の
所
在
す
る
市
町
村
へ
納
め
る
税

金
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

固
定
資
産
の
評
価
は
、
総
務
大

臣
が
定
め
た
固
定
資
産
評
価
基
準

に
基
づ
い
て
行
い
、
市
長
が
そ
の

価
格
を
決
定
し
ま
す
。

 

減
免
し
ま
す

 

障
害
の
あ
る
人
の
軽
自
動
車
税

　

身
体
に
障
害
の
あ
る
人
や
重
度

の
精
神
障
害
の
あ
る
人
が
所
有
し

て
い
る
軽
自
動
車
は
、
一
定
の
条

件
に
よ
り
、
申
請
に
よ
っ
て
、
１

人
１
台
に
限
り
軽
自
動
車
税
が
減

免
さ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
４
月
１
日
現
在
で
満

18
歳
未
満
の
身
体
に
障
害
の
あ
る

人
、
ま
た
は
精
神
に
障
害
が
あ
る

人
は
、
そ
の
人
と
生
計
を
同
じ
く

す
る
人
が
所
有
す
る
軽
自
動
車
も

対
象
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
普
通
車
の
減
免
を
受
け

て
い
る
人
は
軽
自
動
車
税
の
減
免

を
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

軽
自
動
車
税
の
減
免
を
希
望
す

る
人
は
、
印
鑑
、
障
害
者
手
帳
、

運
転
す
る
人
の
運
転
免
許
証
を
持

参
の
上
、
税
務
課
、
各
支
所
ま
た

は
出
張
所
で
減
免
申
請
を
し
て
く

だ
さ
い
。
申
請
書
は
そ
れ
ぞ
れ
の

場
所
に
準
備
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
20
年
度
以
降
の
減
免
申
請

内
容
に
変
更
が
な
い
場
合
は
、
申

請
書
を
提
出
す
る
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
（
障
害
の
等
級
、
車
、
運
転

者
等
を
変
え
た
場
合
は
必
要
）。

▽
申
請
期
限　
５
月
24
日
（
火
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
１
１
４

 

変
わ
り
ま
す

 

協
会
け
ん
ぽ
の
健
康
保
険
料
率

　

協
会
け
ん
ぽ
と
は
、
中
小
企
業

な
ど
で
働
く
従
業
員
と
そ
の
家
族

が
加
入
す
る
健
康
保
険
の
こ
と
で

す
。
こ
の
保
険
料
率
は
、
毎
事
業

年
度
、
都
道
府
県
ご
と
に
地
域
の

医
療
費
を
反
映
し
、算
定
し
ま
す
。

　

平
成
23
年
３
月
分
（
４
月
納
付

分
）
か
ら
岡
山
支
部
の
健
康
保
険

料
率
は
、
現
行
の
９・
３
８
％
か

ら
９・５
５
％
に
変
わ
り
ま
す（
任

意
継
続
被
保
険
者
は
、
平
成
23
年

４
月
分
保
険
料
か
ら
変
更
）。

書
が
届
き
、
仮
徴
収
額
を
差
し
引

い
た
保
険
料
が
10
、
12
、
２
月
分

の
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
ま
す
。

※
65
歳
に
な
っ
た
ば
か
り
の
人
や

　

転
入
し
て
き
た
人
な
ど
は
、
普

　

通
徴
収
と
な
り
、
特
別
徴
収
に

　

な
る
ま
で
６
カ
月
〜
１
年
程
度

　

か
か
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
１
１
４

額
が
適
正
か
ど
う
か
確
認
す
る
た

め
に
、
４
月
１
日
か
ら
第
１
期
の

納
期
限
ま
で
の
期
間
、
縦
覧
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

縦
覧
が
で
き
る
人
は
、
瀬
戸
内

市
に
所
在
す
る
土
地
・
家
屋
の
固

定
資
産
税
の
納
税
者
本
人
に
限
り

ま
す
。
縦
覧
に
当
た
っ
て
は
運
転

免
許
証
や
健
康
保
険
証
な
ど
本
人

の
確
認
が
で
き
る
も
の
を
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
代
理
人
の
場
合
は
、
委

任
状
と
代
理
人
の
本
人
確
認
が
で

き
る
書
類
が
必
要
で
す
。

　

土
地
・
家
屋
の
価
格
に
対
す
る

不
服
（
審
査
）
申
出
期
間
は
、
納

税
通
知
書
を
受
け
取
っ
た
日
の
翌

日
か
ら
起
算
し
て
60
日
で
す
。

▽
縦
覧
期
間　

４
月
１
日
（
金
）

　

〜
５
月
２
日
（
月
）

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

※
平
日
の
み
で
す
。

▽
縦
覧
場
所

　

瀬
戸
内
市
役
所
税
務
課

※
閲
覧
（
自
分
の
資
産
の
み
を
見

　

る
こ
と
）
は
、
各
支
所
・
出
張

　

所
で
も
行
っ
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
１
８
１

固
定
資
産
税
Ｑ
＆
Ａ

Ｑ
．
地
価
が
下
が
っ
て
い
る
の
に
税
額

が
上
が
る
の
は
？

　
地
価
の
下
落
に
よ
っ
て
土
地
の
評
価

額
が
下
が
っ
て
い
る
の
に
、
税
額
が
上

が
る
の
は
な
ぜ
？

Ａ
．
負
担
水
準
の
適
正
化
を
図
っ
た
た 

め
で
す

　
負
担
水
準
が
低
い
こ
と
に
よ
っ
て
起

こ
っ
て
い
ま
す
。
負
担
水
準
と
は
、
土

地
の
評
価
額
に
対
し
て
、
税
負
担
と
な

る
課
税
標
準
額
の
占
め
る
割
合
で
す
。

地
域
や
土
地
に
よ
る
負
担
水
準
の
ば
ら

つ
き
の
幅
を
狭
め
て
い
く
制
度
で
す
。

負
担
水
準
が
高
い
土
地
は
、
税
負
担
を

引
き
下
げ
た
り
、
据
え
置
い
た
り
す
る

一
方
で
、
負
担
水
準
の
低
い
土
地
に
つ

い
て
は
、
引
き
上
げ
て
い
く
仕
組
み
に

な
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
新
築
住
宅
の
税
額
が
急
に
高
く

な
っ
た
の
で
す
が
？

　
新
築
住
宅
を
建
て
て
、
４
年
目
に
な

り
ま
す
が
、
固
定
資
産
税
額
が
急
に
高

く
な
り
ま
し
た
。
ど
う
し
て
で
す
か
。

Ａ
．
軽
減
適
用
期
間
の
終
了
に
よ
る
も

の
で
す
。

　
新
築
の
住
宅
で
一
定
の
要
件
に
該
当

す
る
と
き
は
、
新
た
に
固
定
資
産
税
が

課
税
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
年
度
か
ら

３
年
間
に
限
り
、
１
２
０
平
方
㍍
ま
で

の
面
積
の
税
額
が
２
分
の
１
に
軽
減
さ

れ
ま
す
。
税
額
が
高
く
な
っ
た
の
は
、

軽
減
適
用
期
間
が
終
了
し
た
こ
と
に
よ

り
本
来
の
税
額
に
な
っ
た
た
め
で
す
。

所得段階 対象者 算式 保険料

第１段階
生活保護受給者、または老齢福祉年金受給
者で、世帯全員が市民税非課税の人

基準額× 0.50 27,600 円

第２段階
世帯全員が市民税非課税で、前年の合計所
得金額+課税年金収入額が 80 万円以下の人

基準額× 0.50 27,600 円

第３段階
世帯全員が市民税非課税で、第２段階以外
の人

基準額× 0.75 41,400 円

第４段階
本人が市民税非課税で、同一世帯に市民税
課税者がいる、前年の合計所得金額＋課税
年金収入額の合計が 80 万円以下の人

基準額× 0.90 49,600 円

第５段階
本人が市民税非課税で、同一世帯に市民税
課税者がいる、第 4段階以外の人

基準額× 1.00 55,200 円

第６段階
本人が市民税課税で、前年の合計所得金額
が 200 万円未満の人

基準額× 1.25 69,000 円

第７段階
本人が市民税課税で、前年の合計所得金額
が 200 万円以上 400 万円未満の人

基準額× 1.50 82,800 円

第８段階
本人が市民税課税で、前年の合計所得金額
が 400 万円以上の人

基準額× 1.60 88,300 円

※合計所得金額とは、「収入金額」から「必要経費の相当額」を差し引いた額で、扶養控除 
　や医療費控除などの所得控除を行う前の金額です。

み
ん
な
で
支
え
合
っ
て
ま
ち
づ
く
り

そ
の
他
の
税
や
介
護
保
険
な
ど
の
お
知
ら
せ

固定資産税課税明細書（見本）

固
定
資
産
税
の
納
税
通
知
書
を
発
送
し
て
い
ま
す

家
屋
や
土
地
を
所
有
す
る
皆
さ
ん
へ

固定資産税やその他の税、介護保険などの情報をまとめてお知らせします



　

岡
山
県
で
は
、
市
町
村
の
実
情

に
即
し
た
計
画
と
し
て
「
岡
山
県

ク
リ
ー
ン
ラ
イ
フ
１
０
０
構
想
」

を
平
成
８
年
に
取
り
ま
と
め
、
汚

水
処
理
施
設
の
効
率
的
な
整
備
を

進
め
て
き
ま
し
た
が
、
将
来
の
少

子
高
齢
化
に
伴
う
人
口
減
少
な
ど

の
社
会
情
勢
の
変
化
に
対
応
す
る

た
め
、
平
成
21
、
22
年
度
に
構
想

の
見
直
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
市
に
お
い
て
も
、
公
共
下
水

道
な
ど
の
区
域
を
国
の
補
助
対
象

と
な
る
最
新
基
準
で
見
直
し
た
結

果
、
当
初
計
画
よ
り
範
囲
が
縮
小

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
厳
し
い
財

政
状
況
に
よ
り
事
業
が
進
み
に
く

い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
こ
う
し

た
下
水
道
事
業
の
現
状
と
こ
れ
か

ら
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

事
業
の
進
捗
状
況　

　

平
成
21
年
度
末
の
下
水
道
の
整

備
率
は
26
％
で
、
11
処
理
区
中
７

区
が
完
成
済
で
す
。

　

合
併
浄
化
槽
な
ど
を
合
わ
せ
る

と
約
60
％
の
家
庭
が
汚
水
処
理
施

設
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

　

大
き
な
処
理
区
の
建
設
に
は
約

20
〜
30
年
と
い
う
長
い
期
間
が
必

要
で
す
。

　
７
年
以
内
に
下
水
道
整
備
の
予

定
の
な
い
区
域
に
住
ん
で
い
る
人

に
は
、
合
併
浄
化
槽
の
設
置
に
補

助
金
が
出
ま
す
。

　
事
業
費
と
将
来
の
見
通
し

　

総
事
業
費
は
、
約
５
０
０
億
円

で
、
既
に
約
４
割
を
投
資
し
て
い

ま
す
。
建
設
費
の
５
％
を
受
益
者

分
担
金
、
35
％
を
国
の
補
助
金
・

交
付
金
、残
り
の
60
％
を
起
債（
借

金
）
で
ま
か
な
っ
て
い
ま
す
。 

　

起
債
の
総
額
は
、
約
３
０
０
億

円
の
予
定
で
、
利
子
を
含
め
る
と

約
４
０
０
億
円
と
な
る
見
込
み
で

す
。
こ
の
起
債
の
返
済
金
を
「
公

債
費
」
と
い
い
ま
す
。
全
て
の
起

債
の
返
済
を
終
え
る
に
は
、
約
50

　平成 23 年度国民年金第 1号被保険者の月々の
保険料は、平成 22 年度の保険料から 80 円減の
15,020 円となっています。保険料は、前払い（前納）
や口座振替を行うと安くなります。

■問い合わせ先
　市民課　☎０８６９- ２２ - １７９０
　岡山東年金事務所　☎０８６- ２７０ - ７９２８

〜
60
年
間
掛
か
り
、
平
均
で
年
約

７
億
円
の
公
債
費
が
必
要
で
す
。

　

国
は
、
こ
の
公
債
費
（
平
成
22

年
度
４
億
１
千
万
円
）
の
約
２
分

の
１
と
一
部
過
疎
地
域
に
対
す
る

高
率
配
分
や
整
備
が
進
ん
で
い
な

い
市
町
村
へ
の
重
点
化
分
を
地
方

交
付
税
と
し
て
市
の
一
般
会
計
へ

配
分
し
ま
す
。

　

市
は
、
こ
の
地
方
交
付
税
を
主

な
財
源
と
し
て
、
平
成
22
年
度
に

は
、
一
般
会
計
１
４
０
億
円
か
ら

下
水
道
事
業
特
別
会
計
へ
「
繰
出

金
」
と
し
て
、
４
億
８
千
万
円
を

出
し
て
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

建
設
が
終
わ
り
、
全
て
の
受
益

者
の
利
用
が
始
ま
れ
ば
、
こ
の
特

別
会
計
の
収
入
と
な
る
下
水
道
使

用
料
は
、
年
約
７
億
円
に
な
り
ま

す
。
施
設
の
維
持
管
理
に
は
、
こ

の
使
用
料
を
充
て
ま
す
。

　
下
水
道
が
も
た
ら
す
効
果

　

下
水
道
は
、
広
範
囲
の
汚
水
を

集
合
処
理
す
る
た
め
、
安
定
し
て

高
度
処
理
が
可
能
と
な
り
、
公
共

用
水
域
の
水
質
保
全
効
果
が
高

く
、
豊
か
な
自
然
を
守
り
、
悪
臭

の
除
去
な
ど
生
活
環
境
の
改
善
に

広
く
貢
献
し
ま
す
。

　

こ
の
他
に
も
工
事
に
伴
い
、
雇

用
の
創
出
、
老
朽
化
し
た
道
路
の

舗
装
、
水
道
管
の
更
新
、
衛
生
セ

ン
タ
ー
な
ど
で
行
っ
て
い
る
し
尿

処
理
費
の
減
少
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

こ
の
た
め
下
水
道
事
業
で
は
、

受
益
者
分
担
金
や
下
水
道
使
用
料

だ
け
で
事
業
費
を
ま
か
な
う
の
で

は
な
く
公
費
に
よ
る
負
担
も
行
っ

て
い
ま
す
。

　

な
お
、
本
紙
今
月
号
に
旧
町
ご

と
の
計
画
区
域
図
な
ど
を
掲
載
し

た
チ
ラ
シ
を
折
り
込
ん
で
い
ま
す

の
で
、ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

下
水
道
工
務
課

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

５
１
５
１

納付方法ごとの支払額
納付方法 1カ月分 ６カ月分 １年分

現金
支払

月々 15,020              90,120 180,240  

前納 89,390
 （730）

177,040 
(3,200)

口座
振替

毎月当月
末振替

14,970
（50）

89,820 
（300）

179,640 
(  600)

前納 89,100
（1,020）

176,460 
(3,780)

※括弧内は現金支払額を基準にした割引額です。

見
直
し
ま
し
た

下
水
道
計
画
を

浄化した水を使った邑久処理センターのビオトープ

教
育
に
必
要
な
費
用
を
援
助
し
ま
す

就
学
援
助
・
奨
学
金
制
度

　

市
で
は
義
務
教
育
に
必
要
な
費

用
を
援
助
す
る
就
学
援
助
や
大
学

な
ど
の
学
資
の
貸
し
付
け
を
行
う

奨
学
金
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

【
就
学
援
助
制
度
】

　

経
済
的
な
理
由
で
就
学
が
困
難

な
家
庭
の
児
童・生
徒
を
対
象
に
、

学
用
品
費
や
給
食
費
な
ど
を
援
助

し
て
い
ま
す
。

　

前
年
度
に
引
続
き
援
助
を
希
望

す
る
場
合
も
申
請
が
必
要
で
す
。

▽
申
請
期
限　
５
月
31
日
（
火
）

※
翌
年
１
月
末
日
ま
で
随
時
受
け

　

付
け
ま
す
が
、
受
付
翌
月
か
ら

　

の
援
助
に
な
り
ま
す
。

▽
提
出
書
類

①
就
学
援
助
申
請
書

②
児
童
扶
養
手
当
証
書
の
写
し

③
委
任
状
（
所
得
証
明
発
行
用
）

④
家
賃
が
分
か
る
も
の
の
写
し

　
（
借
家
・
借
間
の
場
合
）

※
②
が
あ
れ
ば
③
以
下
は
不
要
で

　

す
。
①
・
③
は
教
育
委
員
会
、

　

各
小・中
学
校
、
中
央
公
民
館
、

　

長
船
町
公
民
館
に
あ
り
ま
す
。

【
奨
学
金
制
度
】

　

経
済
的
な
事
情
に
よ
っ
て
、
修

学
が
困
難
な
学
生
に
対
し
て
、
学

資
ま
た
は
育
英
上
必
要
な
資
金
の

貸
し
付
け
を
行
い
ま
す
。

▽
対
象
者　

高
等
学
校
、
学
校
教

　

育
法
に
基
づ
く
特
別
支
援
学
校

　

の
高
等
部
、
大
学
、
高
等
専
門

　

学
校
、
専
修
学
校
の
就
学
者

▽
受
付
期
限　

６
月
30
日
（
木
）

▽
提
出
書
類

①
奨
学
生
願
書

②
出
身
学
校
ま
た
は
在
学
校
長
の

　

奨
学
生
推
薦
調
書

③
世
帯
全
員
の
住
民
票

④
在
学
証
明
書

⑤
親
権
者
を
含
む
世
帯
全
員
の
所

　

得
課
税
証
明
書（
平
成
22
年
分
）

※
①
、
②
は
教
育
委
員
会
、
中
央

　

公
民
館
、
長
船
町
公
民
館
に
あ

　

り
ま
す
。
⑤
は
６
月
１
日
以
降

　

に
発
行
さ
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
学
務
課

　

☎
０
８
６
９-

３
４-

５
６
４
０

　

な
お
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
物
資

の
支
援
に
つ
い
て
は
、
瀬
戸
内
市

社
会
福
祉
協
議
会
で
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

【
義
援
金
箱
設
置
場
所
】

　

市
役
所
、
各
支
所
、
裳
掛
出
張

所
、
ゆ
め
ト
ピ
ア
長
船
、
各
公
民

館
、
瀬
戸
内
市
民
病
院
、
瀬
戸
内

　

３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
北
地

方
太
平
洋
沖
地
震
は
、
東
北
地
方

を
中
心
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら

し
、
多
く
の
死
傷
者
お
よ
び
行
方

不
明
者
が
出
て
い
ま
す
。

　

こ
の
状
況
を
受
け
、
本
市
で
は

「
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
義
援

金
箱
」
を
開
設
す
る
と
と
も
に
、

日
本
赤
十
字
社
岡
山
県
支
部
で
も

義
援
金
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

市
立
美
術
館
、
備
前
長
船
刀
剣
博

物
館

【
日
本
赤
十
字
社
義
援
金
振
込
先
】

▽
金
融
機
関
・
種
別
・
口
座
番
号

　

・
中
国
銀
行
本
店

　

普
通
口
座　
７
６
１
１
６
８

　

・
ト
マ
ト
銀
行
本
店

　

普
通
口
座　

１
４
３
０
９
２
５

※
窓
口
取
扱
い
の
場
合
は
、
送
金

　

手
数
料
は
免
除
さ
れ
ま
す
。
な

　

お
、
右
記
の
銀
行
に
は
、「
赤

　

十
字
義
援
金
専
用
振
込
用
紙
」

　

が
用
意
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、

　

窓
口
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

▽
口
座
名
義　

日
本
赤
十
字
社
岡

　

山
県
支
部

▽
通
信
欄　
「
東
北
地
方
太
平
洋

　

沖
地
震
」
と
明
記

※
受
領
証
の
発
行
を
希
望
の
場
合

　

は
、
そ
の
旨
を
通
信
欄
に
記
載

　

し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

①
義
援
金
に
つ
い
て

　

福
祉
課

　

☎
０
８
６
９-

２
６-

５
９
４
１

②
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
に
つ
い
て

　

瀬
戸
内
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

２
９
４
０

　

HP http://setouchisyakyo.

　

or.jp/

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
義
援
金
に
つ
い
て

義
援
金
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
物
資
支
援
な
ど
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あつあつの焼きガキ、おいしいね！（左下）／虫明のカキは今年も大人気！（右上）

　１月 30 日、邑久町漁業協同組合主催の邑久町

漁協かきまつりが同組合市場（邑久町虫明）で開

かれ、新鮮な冬の味覚を求めて県内外からたくさ

んの人が訪れました。

　かき供養が行われた後、横山満朋組合長がまつ

りの開会を宣言。市価の３～４割安という新鮮な

カキを求めて早速長い列ができました。

　殻付きカキのバケツつめ放題には、家族連れな

どが挑戦し、中にはバケツの高さの倍ほども詰め

込む人も。このほかにも、カキの味噌汁や焼きガ

キの無料試食、フライ、つくだ煮などカキを使っ

た料理の販売なども人気を集めていました。

    たくさん食べたよたくさん食べたよ　

　1月 15 日、ゆめトピア長船で、瀬戸内市自立支援協議会の主

催により瀬戸内市福祉フェア 2011 が開催されました。

　障害のある人やその家族が将来にわたり安心して暮らしていけ

る地域社会づくりをテーマに、映画や講演、障害体験、授産品の

販売などが行われました。

　広島県尾道市の（社）若葉総合施設長の副島宏克氏は、「親亡

き後の生活を考える」と題して講演し、小規模作業所を設立した

ときの苦労などを紹介しながら「障害があるままで地域生活を送

るには、まず障害のある人が自立することが必要。そのためには

市民と行政が協働で、障害の有無に関係なく安心して暮らせる地

域づくりを進めなければならない」と話していました。

　特殊な器具を装着して階段の上り下りなどを行う高齢者体験、

幻聴や注意欠陥多動性障害（ＡＤＨＤ）といったさまざまな障害

を体験できるのコーナーや市内の福祉施設によるパンや野菜など

の販売も行われ、障害のある人への理解を深めていました。

   障害のある人の自立をめざして障害のある人の自立をめざして　

飛ぶように売れたせとうち旭川荘のパン

①バリアフリーの重要性を確認した高齢者体験／②セットちゃんも登場／③
手話や要約筆記も行われた副島氏の講演／④バイキングコーナーは大にぎわい

　１月 23 日、ゆめトピア長船で人気絵本作家の

長谷川義史氏を迎えて「親子で楽しむ絵本の世界」

を開催しました。

　絵本ライブでは、絵を描きながら物語を話した

り、「いいからいいから」など自身の作品をユー

モアたっぷりに朗読したりして、会場を沸かせま

した。また、岡山の名物を織り込んだ歌を即興で

作ってみんなで合唱。参加者からは「絵本そのま

まのステージ、本当におもしろかったです」など

の感想が寄せられました。午後からは装飾をつけ

てお面を作る袋お面づくりも行われ、大人も子ど

もも長谷川ワールドに浸った一日となりました。

   絵本の魅力を紹介絵本の魅力を紹介

爆笑の渦に包まれた会場（左下）／次から次に描かれる絵にみんな興味津々（右上）

　１月 30 日、ゆめトピア長船で岡山市を拠点に

活動する手づくりミュージカル「ドラネコ座」が

人権啓発ミュージカル「紅
べにちゅう

中トキドキ交
シンフォニー

響曲」の

公演を行いました。

　廃校になった紅屋中学校の音楽室を舞台に、元

音楽教師が残した古い手紙と書きかけの楽譜をき

っかけとして再び始まった交流を描いています。

　人間関係の希薄化や高齢化などの問題を取り上

げ、人の心が通い合って生きることの大切さを問

いかける内容となっていて、約 150 人の観客は、

舞台で繰り広げられる歌と演技に時間を忘れて見

入っていました。

  演劇で人権学習演劇で人権学習　

熱演に魅せられた「紅中トキドキ交響曲」

cover photograph 

２月20日に、瀬戸内市体育協会主催の瀬戸内市
健康マラソンが邑久スポーツ公園で開催され、市
民ランナー約800人が参加しました。市民の健康
づくりを目的に行われたもので、今年で６回目とな
ります。パフォーマンス部門には、ＪＡ岡山から牛
窓の野菜をＰＲする地産地消ヒーローの白

はっ

キャマン
も登場。また温かい「せとうちシーフードハッスル
鍋」も振る舞われました。

今
月月
のの表

紙
表
紙

※ＨＰにカラー版あり※ＨＰにカラー版あり

① ②

③

④

   瀬戸内市福祉フェア2011

親子で楽しむ絵本の世界親子で楽しむ絵本の世界

 人権啓発ミュージカル「紅中トキドキ交響曲」

邑久町漁協かきまつり

まちの話題.indd   10-11 2011/03/25   13:46:24



　

狂
犬
病
は
、
現
在
治
療
法
が
な

く
、
さ
ら
に
、
動
物
だ
け
で
な
く

人
に
も
感
染
し
、
発
病
す
る
と
ほ

ぼ
１
０
０
％
死
に
至
る
大
変
恐
ろ

し
い
病
気
で
す
。

　

主
と
し
て
狂
犬
病
に
か
か
っ
た

犬
に
か
ま
れ
た
際
に
、
唾
液
中
に

含
ま
れ
る
狂
犬
病
ウ
イ
ル
ス
に
よ

り
感
染
し
ま
す
。

 　

近
年
、
国
内
に
お
い
て
は
狂

犬
病
は
発
生
し
て
い
ま
せ
ん
が
、

中
国
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
ア
ジ

ア
諸
国
で
の
発
生
は
多
く
、
い
つ

国
内
に
侵
入
す
る
か
予
断
を
許
さ

な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
犬
の
登
録
と
狂
犬

病
予
防
注
射
の
接
種
が
法
律
で
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

生
後
91
日
を
経
過
し
た
犬
を

飼
っ
て
い
る
人
は
、
毎
年
１
度
狂

犬
病
の
予
防
注
射
を
受
け
さ
せ
、

注
射
済
票
交
付
の
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

　

市
と
岡
山
県
獣
医
師
会
で
は
、

４
〜
５
月
に
下
表
の
日
程
で
集
合

注
射
を
行
い
ま
す
。

　

犬
の
登
録
を
済
ま
せ
て
い
な
い

　

春
は
新
入
学
の
季
節
で
す
。
慣

れ
な
い
通
学
路
で
新
入
学
児
童
が

交
通
事
故
に
遭
う
危
険
性
の
高
い

時
期
で
す
。

　

保
護
者
を
は
じ
め
、
地
域
社
会

全
体
で
新
入
学
児
童
を
交
通
事
故

か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

【
保
護
者
や
周
囲
の
人
へ
】

　

家
庭
で
子
ど
も
と
交
通
安
全
に

つ
い
て
話
し
合
う
機
会
を
持
ち
、

子
ど
も
た
ち
の
安
全
意
識
を
高
め

警警
察察
安安安
全
情情情
報

場
合
は
、
注
射
と
合
わ
せ
て
必
ず

登
録
（
生
涯
に
一
度
）
を
し
て
く

だ
さ
い
。飼
い
主
が
変
わ
っ
た
り
、

引
っ
越
し
を
し
た
と
き
に
も
手
続

き
が
必
要
で
す
。

　

市
外
か
ら
転
入
し
た
場
合
に

は
、
前
住
所
地
で
交
付
さ
れ
た
鑑

ま
し
ょ
う
。

　

日
常
生
活
で
は
、
身
近
な
大
人

た
ち
が
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
交

通
安
全
の
手
本
を
見
せ
る
こ
と
が

必
要
で
す
。
入
学
前
に
は
、
子
ど

も
た
ち
と
一
緒
に
通
学
路
を
歩
い

て
、
子
ど
も
の
目
線
で
道
路
の
危

険
箇
所
を
確
か
め
て
く
だ
さ
い
。

　

そ
し
て
、「
何
が
危
険
な
の
か
」

「
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
安
全
な
の

か
」
を
子
ど
も
た
ち
に
分
か
り
や

す
く
交
通
ル
ー
ル
を
教
え
て
あ
げ

て
く
だ
さ
い
。

【
ド
ラ
イ
バ
ー
・
自
転
車
利
用
者
へ
】

　

子
ど
も
た
ち
は
、
目
線
が
大
人

よ
り
低
い
、
視
野
が
狭
い
、
遊
び

な
ど
一
つ
の
こ
と
に
集
中
す
る
と

他
の
こ
と
が
目
に
入
ら
な
い
な
ど

の
特
性
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
駐
車
し
て
い
る
車
両
な

ど
の
ち
ょ
っ
と
し
た
障
害
物
で
も

隠
れ
て
見
え
な
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。

　

住
宅
街
や
学
校
、
公
園
な
ど
の

周
辺
で
は
、
子
ど
も
の
飛
び
出
し

を
予
想
し
て
ス
ピ
ー
ド
を
控
え
、

思
い
や
り
の
あ
る
運
転
を
心
掛
け

て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
瀬
戸
内
警
察
署

新
入
学
児
童
の
交
通
事
故
を

防
止
し
ま
し
ょ
う

狂犬病予防注射日程

長船
時間 場所

４月９日（土）
9：00 ～ 9：20 福岡ふれあいプラザ
9：30 ～ 9：50 福岡集会所
10：00 ～ 10：20 旧農協行幸支所
10：30 ～ 10：40 八日市公会堂
10：50 ～ 11：10 長船公会堂
11：20 ～ 11：35 丸山加工施設
11：45 ～ 12：00 富岡ふれあいプラザ

４月１０日（日）
9：00 ～ 9：30 長船町公民館
9：40 ～ 10：10 旧農協磯上支所
10：20 ～ 10：50 長船東保育園
11：00 ～ 11：15 西須恵コミュニティハウス
11：25 ～ 11：45 美和小学校前
12：00 ～ 12：25 市長船支所

５月１５日（日）
9：00 ～ 9：20 長船町公民館
9：30 ～ 9：45 旧農協磯上支所
9：55 ～ 10：05 美和診療所
10：20 ～ 10：35 福岡ふれあいプラザ
10：45 ～ 11：00 旧農協行幸支所
11：10 ～ 11：30 長船ふれあいプラザ
11：40 ～ 12：00 市長船支所

牛窓
時間 場所

４月２３日（土）
9：00 ～ 9：10 旧西脇クラブ
9：20 ～ 9：30 子父雁魚市場
9：40 ～ 9：50 千手コミュニティ
10：00 ～ 10：10 旧平山クラブ
10：20 ～ 10：45 牛窓町公民館鹿忍分館
11：00 ～ 11：15 奥浦浜集会所
11：25 ～ 11：35 粟利郷出荷場
11：45 ～ 12：10 牛窓町公民館長浜分館
12：20 ～ 12：30 師楽農業倉庫

４月２４日（日）
9：00 ～ 9：15 美術館駐車場（旧牛窓図書館）
9：25 ～ 9：35 旧綾浦クラブ
9：45 ～ 10：05 牛窓町公民館牛窓分館
10：20 ～ 10：30 東町クラブ
10：55 ～ 11：20 新御堂港 ( 前島 )

５月２９日（日）
9：00 ～ 9：30 牛窓町公民館牛窓分館
9：40 ～ 10：10 牛窓町公民館鹿忍分館
10：20 ～ 10：50 牛窓町公民館長浜分館

邑久
時間 場所

４月１６日（土）
9：00 ～ 9：15 大土井公会堂
9：25 ～ 9：40 庄田公会堂
9：50 ～ 10：05 鍛治谷集荷場
10：15 ～ 10：30 裳掛コミュニティセンター
10：40 ～ 10：55 あけぼの会館東側
11：05 ～ 11：20 瀬溝光明園渡場跡
11：30 ～ 11：45 長島愛生園
12：45 ～ 12：55 敷井クラブ
13：05 ～ 13：20 玉津コミュニティセンター
13：30 ～ 13：45 本庄コミュニティセンター
13：50 ～ 14：05 上山田公会堂

　４月１７日（日）
9：00 ～ 9：15 福山公会堂（台）跡
9：25 ～ 9：40 太田孝さん倉庫（今城小前）
9：50 ～ 10：05 北島城南公会堂
10：15 ～ 10：30 旧 JA 豊原支所
10：40 ～ 10：50 大窪公会堂
11：00 ～ 11：15 旧 JA 福田支所
11：25 ～ 11：40 福田地域コミュニティセンター（福中）
11：50 ～ 12：05 豆田南公会堂
13：05 ～ 13：20 旧 JA 笠加支所
13：30 ～ 13：40 北池公会堂
13：55 ～ 14：10 真徳農業倉庫跡
14：20 ～ 14：40 市役所

　５月２２日（日）
9：00 ～ 9：15 本庄コミュニティセンター
9：25 ～ 9：40 玉津コミュニティセンター
9：55 ～ 10：10 裳掛コミュニティセンター
10：30 ～ 10：45 旧 JA 豊原支所
10：55 ～ 11：10 太田孝さん倉庫（今城小前）
11：20 ～ 11：35 旧 JA 福田支所
11：45 ～ 12：00 旧 JA 笠加支所
12：10 ～ 12：30 市役所

※福田地区コミュニティセンターでは実施しません。
※都合の悪い場合は、必ず動物病院で注射を受けさせ、  
　交付される注射済証を持参し、生活環境課で注射済 
　票の交付を受けてください。
※注射会場は混雑が予想されますので、なるべく釣り
　銭のいらないようご協力をお願いします。

札
を
瀬
戸
内
市
の
も
の
と
交
換
し

ま
す
の
で
生
活
環
境
課
へ
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

　

交
付
さ
れ
た
鑑
札
・
注
射
済
票

は
常
に
犬
に
付
け
て
お
い
て
く
だ

さ
い
。
も
し
、
無
く
し
た
場
合
に

は
必
ず
再
交
付
の
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
（
手
数
料
が
必
要
）。

▽
料
金
（
１
匹
に
つ
き
）

　

・
注
射
料
金
お
よ
び
注
射
済
票
交

　

付
手
数
料　
　

 

２
、８
０
０
円

　

・
登
録
料　
　
　

 

３
、０
０
０
円

■
問
い
合
わ
せ
先

　
生
活
環
境
課

犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
の
接
種
は

飼
い
主
の
義
務
で
す

　

冬
の
厳
し
い
寒
さ
も
和

ら
ぎ
、
外
出
す
る
機
会
も

多
く
な
り
ま
し
た
。

　

行
楽
、
レ
ジ
ャ
ー
、
山

菜
採
り
な
ど
の
た
め
山
に

入
る
人
も
増
加
し
ま
す
。

　

こ
の
時
期
は
、
冬
に
落

ち
葉
が
積
も
り
、
下
草
も

枯
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
降

雨
量
が
少
な
く
空
気
も
乾

燥
し
て
い
る
た
め
、
火
災

が
発
生
し
や
す
い
条
件
が

そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。

　

林
野
火
災
を
未
然
に
防
ぐ
た

め
、
次
の
よ
う
な
点
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

①
た
き
火
場
所
に
注
意

　

山
す
そ
な
ど
の
火
災
が
起
こ
り

や
す
い
場
所
で
は
、
た
き
火
な
ど

を
し
な
い
。

②
後
始
末
は
完
全
に

　

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や
た
き
火
な
ど

の
後
は
完
全
に
消
火
し
た
か
を
確

認
す
る
。

③
気
象
に
注
意

　

強
風
時
や
乾
燥
時
に
は
、
た
き

火
や
火
入
れ
を
し
な
い
。

④
ポ
イ
捨
て
を
し
な
い

　

タ
バ
コ
の
吸
い
殻
は
必
ず
後
始

末
を
す
る
と
と
も
に
、
投
げ
捨
て

な
い
。

⑤
火
遊
び
を
さ
せ
な
い

　

子
ど
も
の
手
が
届
く
と
こ
ろ
に

は
ラ
イ
タ
ー
を
置
か
な
い
。
火
遊

び
を
し
て
い
る
の
を
見
か
け
た

ら
、
注
意
し
て
や
め
さ
せ
る
。

⑥
周
り
の
状
況
を
確
認

　

火
を
使
用
す
る
場
合
は
、
周
囲

の
可
燃
物
の
状
況
に
十
分
注
意

し
、
必
ず
消
火
用
の
水
な
ど
を
準

備
す
る
。

　

林
野
火
災
は
、
皆
さ
ん
一
人
ひ

と
り
の
注
意
で
防
ぐ
こ
と
が
で
き

ま
す
。
大
切
な
森
林
資
源
を
火

災
か
ら
守
る
た
め
、
林
野
で
の
火

の
取
扱
い
に
は
十
分
気
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
消
防
本
部
予
防
課

 林野火災に注意しましょう

瀬戸内市消防団による林野火災合同消防訓練

　進学や就職を控えたこの時期は、
情緒が不安定になり、非行や家出に
走りやすくなる時期です。また、携
帯電話を子どものために新規購入す
る家庭がありますが、フィルタリン
グソフトを入れず、有害サイトなど
に接続し、性犯罪などの被害に遭う
ケースが後を絶ちません。
　岡山県警察本部では、少年に関す
るさまざまな相談などを受け付けて
いますのでご利用ください。
■問い合わせ・相談先
　岡山県警察本部少年課
　☎０８６-２３４ - ０１１０
　ヤングテレホン・いじめ１１０番
　☎０８６-２３１ - ３７４１
　ヤングメール
　mail:youngmail@pref.okayama.jp

少年を犯罪から守るために

護
者
や
周
囲
の
人
へ
】

川口アンディ・チョコ・パン



　
「
最
近
も
の
忘
れ
が
あ
っ
て
…
」

と
い
っ
た
認
知
症
を
心
配
す
る
相

談
が
年
々
増
え
て
い
ま
す
。

　

認
知
症
と
は
、
い
ろ
い
ろ
な
原

因
で
脳
の
細
胞
が
壊
れ
た
り
、
働

き
が
悪
く
な
っ
た
た
め
に
、
日
常

生
活
を
送
る
こ
と
が
難
し
く
な
る

病
気
で
す
。

　

誰
に
で
も
起
こ
る
可
能
性
が
あ

り
、
85
歳
以
上
で
は
４
人
に
１
人

に
認
知
症
の
症
状
が
あ
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

認
知
症
は
高
齢
社
会
の
進
行
に

伴
っ
て
今
後
も
増
え
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
年
相
応
の
物
忘
れ
と
の
違
い

　　

認
知
症
の
代
表
的
な
症
状
に
、

物
忘
れ
が
あ
り
ま
す
が
、
年
相
応

の
物
忘
れ
と
の
違
い
は
な
ん
で

し
ょ
う
か
。

　

認
知
症
に
な
る
と
、
体
験
の
一

部
を
忘
れ
る
の
で
は
な
く
、
そ
の

体
験
自
体
を
忘
れ
て
し
ま
う
よ
う

に
な
り
ま
す
。
例
え
ば
、
朝
食
の

メ
ニ
ュ
ー
を
思
い
出
せ
な
く
な
る

の
で
は
な
く
、
朝
食
を
と
っ
た
こ

と
を
忘
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

ま
た
、物
忘
れ
の
自
覚
が
な
い
、

だ
ん
だ
ん
ひ
ど
く
な
る
、
進
行
す

る
、
日
常
生
活
に
支
障
が
出
て
く

る
な
ど
、
年
相
応
の
物
忘
れ
に
は

な
い
症
状
が
み
ら
れ
ま
す
。

　

症
状
が
進
む
と
、
家
族
の
顔
や

住
み
慣
れ
た
家
の
中
で
も
場
所
が

分
か
ら
な
く
な
る
ほ
ど
ほ
と
ん
ど

の
日
常
生
活
で
介
助
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

　「
も
し
か
し
て
」
と
思
っ
た
ら

　

認
知
症
の
症
状
は
、
他
の
病
気

が
原
因
と
な
っ
て
出
て
い
る
こ
と

が
あ
り
、適
切
な
治
療
を
行
え
ば
、

治
っ
た
り
、
改
善
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
薬
で
進
行
を
遅

ら
せ
る
こ
と
が
可
能
な
場
合
も
あ

り
ま
す
の
で
早
期
発
見
と
早
期
治

療
が
非
常
に
大
切
で
す
。

　

し
か
し
、
認
知
症
の
初
期
に
よ

く
見
ら
れ
る
同
じ
こ
と
を
何
度
も

言
う
・
聞
く
、
電
話
の
伝
言
が
で

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
は
、
認
知

症
に
つ
い
て
正
し
く
理
解
し
、
認

知
症
の
人
や
そ
の
家
族
を
見
守
る

応
援
者
（
サ
ポ
ー
タ
ー
）
で
す
。

　

厚
生
労
働
省
で
は
、「
認
知
症

を
知
り
地
域
を
つ
く
る
」
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
の
一
環
と
し
て
、
現
在
、

一
人
で
も
多
く
の
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
を
養
成
す
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
は
、
認
知

症
に
関
す
る
所
定
の
講
座
を
修
了

し
た
キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ
イ
ト
が

講
師
を
務
め
る
「
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
」
を
修
了
す
る
と

認
定
さ
れ
ま
す
。

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
は
、
な
に

も
特
別
な
活
動
を
行
う
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
友
人
や

家
族
に
そ
の
知
識
を
伝
え
る
、
認

知
症
に
な
っ
た
人
や
家
族
の
気
持

ち
を
理
解
す
る
よ
う
努
め
る
、
隣

人
あ
る
い
は
商
店
・
交
通
機
関
な

ど
ま
ち
で
働
く
人
と
し
て
で
き
る

き
な
い
、
慣
れ
た
こ
と
が
で
き
な

い
、
会
話
が
噛
み
合
わ
な
い
な
ど

の
症
状
は
、
加
齢
に
伴
う
物
忘
れ

や
勘
違
い
の
場
合
も
あ
る
た
め
、

ご
く
初
期
の
症
状
は
見
逃
し
が
ち

で
す
。

　

普
段
と
様
子
が
違
い
、「
も
し

か
し
て
認
知
症
？
」と
思
っ
た
ら
、

か
か
り
つ
け
医
や
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

認
知
症
は
、
多
彩
な
症
状
を
示

す
た
め
診
断
が
難
し
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
受
診
・
相
談
に
当

た
っ
て
は
、
普
段
の
本
人
の
様
子

を
よ
く
知
っ
て
い
る
家
族
が
立
ち

会
う
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

ま
た
、
本
人
や
家
族
か
ら
の
情

報
は
、
診
断
の
際
に
重
要
な
参
考

資
料
と
な
り
ま
す
の
で
、
本
紙
今

月
号
に
折
り
込
ま
れ
て
い
る
「
認

知
症　

見
と
く
知
っ
と
く　

安
心

ガ
イ
ド
」
で
症
状
を
チ
ェ
ッ
ク
す

る
と
と
も
に
、
気
に
な
る
症
状
な

ど
を
記
入
し
て
、
持
参
す
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

こしあんを包んでみるのも
いいですね。ほかにもさつ
ま芋あんなど、いろいろな
あんを考えて、モチモチと
しておいしいおやきを作っ
てくださいね。

中西良栄さん（瀬戸内べじたぶる）です

米粉は、水と一緒になるともっちりと、油に触れる
とパリッとした食感になり、さまざまな使い方がで
きます。地産地消や健康な食生活を考える上でも米
は欠かせないものです。国民全員がご飯を週に 1回
多く食べると、食料自給率が 2％上がるそうですよ。

範
囲
で
手
助
け
を
す
る
な
ど
活
動

内
容
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
す
。

　

ま
た
、
サ
ポ
ー
タ
ー
の
中
か
ら

地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
ま
ち

づ
く
り
の
担
い
手
が
育
つ
こ
と
も

期
待
さ
れ
ま
す
。

　

本
市
に
お
い
て
も
出
前
講
座
と

し
て
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

講
座
で
は
、
認
知
症
に
関
す
る

基
本
的
な
知
識
、
認
知
症
の
人
と

の
接
し
方
、
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て

何
が
で
き
る
か
な
ど
を
テ
キ
ス
ト

や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
、
寸
劇
を
通
し
て
学
び

ま
す
。

天気の良い日に外に出て
陽に当たるのは気持ちの
よいものです。また、紫
外線は胃を丈夫にする作
用もあります。一方で、
紫外線のエネルギーは大

きく、長く浴び続けるとさまざまな皮膚障害がでてき
ます。急に長く太陽に当たると、赤みや水泡、湿疹を
生じ、むくみを伴う皮膚炎などの症状を引き起こしま
す。また、長年に渡るとシワ、シミ、老人性いぼとい
う光老化現象が起こります。さらに皮膚がんになるこ
ともあります。帽子、日傘、日焼け止めを使用するな
どしっかり対策をすることが大切です。
■問い合わせ先　瀬戸内市民病院

紫外線による皮膚ダメージ

～ ～ ～ ～ ～ ～ 

皮膚がん

　

講
座
を
修
了
し
た
人
に
は
、
認

知
症
の
人
を
支
援
す
る
た
め
の
目

印
と
な
る
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
と
呼

ば
れ
る
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
が
贈
ら
れ

ま
す
。

　

講
座
は
、自
治
会
、市
民
団
体
、

職
場
な
ど
10
名
以
上
の
参
加
が
あ

れ
ば
開
講
で
き
ま
す
。

　

ま
ず
認
知
症
に
つ
い
て
正
し
く

知
る
こ
と
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

地
域
を
つ
く
る
第
一
歩
。
あ
な
た

も
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

を
受
講
し
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

に
な
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
活
用
し
て

瀬
戸
内
市
に
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

の
輪
を
広
げ
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
８
６
９-

２
６-

５
９
４
８

◆作り方
①Ａをよく混ぜ合わせて練り、ひとまとめに
　してぬれタオルを掛け 30 分休ませる。
②ごま油でＢ（芽ヒジキは水で戻す、ニンジ
　ンと油揚げは小さく切る）を炒め、Ｃを入
　れ煮汁がなくなるまで炊き、冷ます。
③①を 10 等分し、手で丸く延ばして②を包む。
④冷たいフライパンにサラダ油を引いてとじ
　口を下にして並べ焼く。焦げ目がついたら
　裏返し、生地にかからないように湯を入れ
　てふたをして、４分蒸し焼きにする。
⑤Ｄを電子レンジで溶かす。④に塗って、焼
　きのりを乗せる。

◆材料（10個分）
Ａ（皮）
●米粉（200g）
●絹ごし豆腐（200g）
●塩（小さじ 1）

●湯（50cc）
●ベーキングパウダー  
　（小さじ 2）

Ｂ（ひじきあん）
●ごま油（少々）
●芽ヒジキ（15g）
●鶏ひき肉（50g）

●ニンジン（1/3 本）
●油揚げ（1/2 枚）

Ｃ（調味料）
●だし汁（50cc）
●しょうゆ（大さじ1.5）

●砂糖（大さじ 1.5）
●みりん（大さじ 0.5）

Ｄ（甘じょうゆ）
●しょうゆ（小さじ 2）
●砂糖（小さじ 4）

●水（小さじ 2）

早期発見・早期治療のためににに

寸劇で認知症の症状を学習



記念館内に移築復元された工房

「精魂一途」の文字が刻まれた記念碑

儀礼用衣装を着用した今泉俊光刀匠

　

名
刀
の
生
産
地
と
し
て
名
高
い

備
前
長
船
で
す
が
、
横
山
元も
と
の
し
ん

之
進

祐す
け
さ
だ定
が
昭
和
５
年
に
亡
く
な
る

と
、
直
系
の
備
前
刀
鍛
冶
は
途
絶

え
、
存
廃
の
危
機
に
瀕
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
救
っ
た
の
が
備
前
刀
復

興
の
祖
と
呼
ば
れ
る
今
い
ま
い
ず
み
と
し
み
つ

泉
俊
光

刀
匠
で
す
。

今
泉
俊
光
刀
匠
と
は

　　

今
泉
俊
光
刀
匠（
本
名
済わ

た
る）は

、

明
治
31
（
１
８
９
８
）
年
に
佐
賀

県
小
城
郡
小
城
町
（
現
小
城
市
小

城
町
）
に
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

大
正
13
（
１
９
２
４
）
年
に
児

島
郡
味
野
町
赤
崎
（
現
倉
敷
市
児

島
赤
崎
）
に
移
り
住
ん
だ
後
、
紡

績
会
社
へ
勤
め
な
が
ら
、
昭
和
７

年
ご
ろ
か
ら
独
学
で
作
刀
の
研
究

を
始
め
ま
し
た
。

　

昭
和
９
年
に
備
前
刀
鍛
冶
横
山

祐す
け
か
ね包
門
人
の
平
賀
護も
り

国く
に

に
備
前

伝
の
作
刀
技
術
の
口
伝
を
受
け
、

本
格
的
に
鍛
刀
と
備
前
伝
の
研
究

を
行
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

昭
和
19
年
、
地
元
有
志
ら
の
熱

心
な
招
聘へ
い
に
応
じ
、長
船
に
移
住
。

翌
20
年
２
月
に
鍛
刀
場
開
き
の
火

入
れ
式
を
行
い
ま
し
た
が
、
8
月

に
終
戦
を
迎
え
、
武
器
の
生
産
が

禁
止
さ
れ
た
た
め
、
昭
和
29
年
に

刀
匠
の
許
可
を
受
け
る
ま
で
作
刀

が
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。
こ
の

間
、
生
活
の
た
め
火
箸
や
包
丁
、

鎌
な
ど
を
製
作
し
ま
し
た
が
思
う

よ
う
な
も
の
が
作
れ
ず
苦
労
し
た

そ
う
で
す
。

　

昭
和
30
年
に
始
ま
っ
た
作
刀
技

術
発
表
会
に
出
品
し
、
文
化
財
保

護
委
員
会
委
員
長
賞
な
ど
数
々
の

賞
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
功
績
に
よ
り
、
昭
和

34
年
に
は
、
岡
山
県
重
要
無
形
文

化
財
技
術
保
持
者（
備
前
刀
製
作
）

の
認
定
を
受
け
る
と
と
も
に
、
昭

和
41
年
、
長
船
町
名
誉
町
民
の
称

号
を
贈
ら
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

昭
和
53
年
に
は
、
勲
五
等
双
光
旭

日
章
を
受
章
し
ま
し
た
。

　

平
成
５
年
に
は
、
95
歳
で
新
作

刀
展
覧
会
に
出
品
す
る
な
ど
、
平

成
７
年
８
月
28
日
に
97
歳
で
亡
く

な
る
ま
で
精
力
的
に
作
刀
を
続
け

ま
し
た
。

今
泉
俊
光
刀
匠
記
念
館

　

平
成
10
年
、
備
前
お
さ
ふ
ね
刀

剣
の
里
敷
地
内
に
俊
光
刀
匠
の
偉

業
を
伝
え
る
た
め
、
今
泉
俊
光
刀

匠
記
念
館
が
開
館
し
ま
し
た
。

　

関
係
資
料
に
は
、
工
夫
を
こ
ら

し
た
独
自
の
道
具
や
戦
後
の
作
刀

で
き
な
か
っ
た
時
期
に
製
作
し
た

生
活
用
品
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

　

今
年
１
月
に
は
、
俊
光
刀
匠
が

95
歳
の
時
に
書
い
た
文
字
が
刻
ま

れ
た
記
念
碑
が
交
流
の
あ
っ
た
靱

負
神
社
の
高
原
弘
美
宮
司
に
よ
り

同
館
前
に
建
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
館
を
訪
れ
る
こ
と
で
、
俊
光

刀
匠
の
作
刀
に
懸
け
た
情
熱
の
一

端
を
感
じ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

【
参
考
文
献
】　
長
船
町
史
刀
剣
編
通
史

4 月 28 日（木）

☎
☎
☎

BooKs

 

遊
び
に
き
ま
せ
ん
か

 

パ
ソ
コ
ン
教
室
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル

　　

牛
窓
町
公
民
館
グ
ル
ー
プ
「
パ

ソ
コ
ン
教
室
」
の
一
日
体
験
教
室

と
パ
ソ
コ
ン
な
ん
で
も
相
談
を
行

い
ま
す
。

　

パ
ソ
コ
ン
に
触
っ
た
こ
と
が
な

い
、
仕
事
で
必
要
、
写
真
入
り
の

は
が
き
を
作
り
た
い
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
や
デ
ジ
カ
メ
を
使
い
た
い

と
い
う
人
は
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

相
談
で
は
、
パ
ソ
コ
ン
の
購
入

か
ら
日
ご
ろ
の
疑
問
な
ど
に
専
任

講
師
が
答
え
ま
す
。

　

な
お
、
パ
ソ
コ
ン
の
用
意
が
あ

り
ま
す
の
で
、
前
日
ま
で
に
予
約

を
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　
４
月
６
日
（
水
）、
９
日

　
（
土
）　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

▽
費
用　
無
料

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　
牛
窓
町
公
民
館

Ｃ
Ｄ
や
携
帯
電
話
な
ど
、
身
の
回
り
に
は
デ
ジ
タ
ル

の
道
具
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
７
月
に
は
テ

レ
ビ
放
送
が
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
切
り
替
わ
り
ま

す
。
生
活
を
豊
か
に
し
て
く
れ
る
デ
ジ
タ
ル
の
技
術

を
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
や
さ
し
く
解
説
し
ま
す
。 

ま
る
ご
と
わ
か
る
地
デ
ジ
の
本

　
マ
イ
カ
…
作
　（
社
）
デ
ジ
タ
ル
放
送
推
進
協
会
…
協
力

熊田千佳慕のクマチカ昆虫記
　熊田千佳慕…著

プチ・ファーブルとして世界に知られる細密画家、熊
田千

ち か ぼ

佳慕。98 歳で亡くなるまで一心に虫を描き続け
ました。制作のための勉強帖を再現した本書は、軽妙
にまとめた虫の生態とユーモアあふれるイラストで、
絵本ファーブル昆虫記の製作過程が楽しめます。

瀬
戸
内
市
立
図
書
館
特
別
企
画

布
貼
り
絵
作
家
　
藤
田
桜
展

【
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
】

　

原
画
展
の
後
は
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
で
布
貼
り
絵
に
挑
戦
し
て
み
ま

せ
ん
か
。申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

▽
日
時  

４
月
17
日(

日)

　

 

午
後
２
〜
４
時

▽
会
場　

瀬
戸
内
市
立
美
術
館

▽
参
加
費　

無
料

▽
定
員　

子
ど
も
15
人
（
先
着
）

※
そ
の
保
護
者
15
人
も
参
加
で
き

　

ま
す
。

▽
申
込
期
間　

４
月
５
日
（
火
）

　

〜
14
日
（
木
）

※
休
館
日
の
４
月
11
日
を
除
き
ま
す
。

▽
持
っ
て
く
る
も
の

　

は
さ
み
、
の
り
（
工
作
用
）、

ハ
ン
カ
チ
く
ら
い
の
大
き
さ
の
布

切
れ
（
事
前
に
ア
イ
ロ
ン
を
か
け

て
お
く
）

※
中
央
公
民
館
で
も
い
く
ら
か
布

　

切
れ
を
用
意
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　
中
央
公
民
館

　

瀬
戸
内
市
立
図
書
館
特
別
企
画

と
し
て
「
布
貼
り
絵
作
家　

藤
田

桜
展
」（
前
期
）
を
開
催
し
ま
す
。

　

藤
田
氏
の
作
品
は
、
絵
の
具
の

代
わ
り
に
布
地
を
切
り
貼
り
し
な

が
ら
画
面
を
作
る
と
い
う
も
の

で
、
布
地
の
質
感
や
色
、
柄
を
巧

み
に
組
み
合
わ
せ
、
風
物
や
小
動

物
、
子
ど
も
た
ち
の
姿
が
生
き
生

き
と
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

藤
田
氏
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
も
開
催
し
ま
す
の
で
、
ご
家
族

そ
ろ
っ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
原
画
展
】

　

絵
本
の
原
画
51
点
を
展
示
し
ま

す
。
美
し
く
、
そ
し
て
懐
か
し
い

絵
は
き
っ
と
観
る
人
の
心
を
和
ま

せ
る
で
し
ょ
う
。

▽
会
期　
４
月
15
日
（
金
）
〜
21   

　
日
（
木
）　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
で
す
。

※
後
期
展
は
８
月
に
開
催
予
定
で
す
。

▽
会
場　

瀬
戸
内
市
立
美
術
館

▽
入
場
料　

無
料

東京出身。昭和 27 年から
月刊「よいこのくに」の
表紙を担当。昭和 38 年か
ら、ローマに在住し、そ
の間、数々の布コラージュ
絵画展覧会を開催。平成
16 年に帰国後は、倉敷市
玉島沙美に居住し、布絵
本の製作や展覧会を手掛
けている。

藤田桜
Sakura Fujita



 

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

 

太
陽
光
発
電
余
剰
電
力
買
取
制
度

　

太
陽
光
発
電
は
、
太
陽
の
恵
み

を
利
用
し
た
ク
リ
ー
ン
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
。
そ
の
普
及
・
拡
大
は
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
の
向
上
や
地
球

温
暖
化
対
策
、
さ
ら
に
日
本
の
将

前
に
比
べ
約
３
倍
に
伸
び
て
お

り
、
価
格
低
下
も
進
ん
で
き
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
の
さ
ら
な
る
太
陽
光
発
電

の
普
及
・
拡
大
を
、
国
民
全
体
で

支
援
す
る
た
め
に
、
本
制
度
へ
の

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

経
済
産
業
省
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
室

　

☎
０
５
７
０-

０
５
７-

３
３
３

※
Ｐ
Ｈ
Ｓ
・
IP
電
話
の
場
合

　

☎
０
３-

５
５
２
０-

５
５
０
０

　

HP http://www.enecho.m
eti.go.

　

jp/kaitori

 

募
集
し
ま
す

 

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構

（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
で
は
、
海
外
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
参
加
者
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

　

ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
な
ど
の
開

発
途
上
国
で
生
活
を
送
り
な
が
ら

自
分
の
持
っ
て
い
る
知
識
や
技
術

を
生
か
し
て
、
人
づ
く
り
、
国
づ

く
り
に
協
力
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
募
集
期
間　

４
月
１
日
（
金
）

　

〜
５
月
16
日
（
月
）

品
の
展
示
と
即
売
を
行
い
ま
す
。

　

作
品
を
通
し
て
牛
窓
の
良
さ
を

見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
会
期　

４
月
29
日
（
金
）
〜
５

　

月
８
日
（
日
）

※
会
期
中
は
無
休
で
す
。

▽
会
場　

瀬
戸
内
市
立
美
術
館

　

ギ
ャ
ラ
リ
ー
Ｓ

▽
開
館
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後

　
５
時

▽
入
場
料　

無
料

■
問
い
合
わ
せ
先

　

瀬
戸
内
市
立
美
術
館

　

☎
０
８
６
９-

３
４-

３
１
３
０

 

備
前
長
船
刀
剣
博
物
館
テ
ー
マ
展

 

備
前
刀
三
昧
（BIZENTO  ZANMAI

）

　

平
安
時
代
以
降
の
全
時
代
の
作

品
が
豊
富
に
残
る
備
前
刀
は
、
日

本
刀
の
歴
史
を
語
る
上
で
の
指
標

と
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
学
術
的
に

も
貴
重
で
す
。

　

現
在
、
備
前
長
船
刀
剣
博
物
館

で
は
、
こ
の
備
前
刀
を
テ
ー
マ
に

し
た
「
備
前
刀
三ざ

ん
ま
い昧
（BIZENTO 

ZANMAI

）」を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

本
館
の
所
蔵
品
の
中
か
ら
鎌
倉

時
代
初
期
か
ら
現
代
ま
で
の
38
口ふ
り

を
製
作
当
時
の
時
代
背
景
を
紹
介

し
な
が
ら
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

よ
り
備
前
刀
へ
の
理
解
が
深
ま

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

な
お
、
関
連
行
事
と
し
て
公
開

古
式
鍛
錬
な
ど
を
行
い
ま
す
の
で

併
せ
て
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

【
テ
ー
マ
展　

備
前
刀
三
昧
】

▽
会
期　

４
月
17
日
（
日
）
ま
で

※
月
曜
日
は
休
館
日
で
す
。

▽
開
館
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後

　
５
時
（
入
館
は
午
後
４
時
30
分

　

ま
で
）

▽
入
館
料　
大
人
５
０
０（
４
０
０
）

　
円
、高･

大
学
生
３
０
０（
２
５
０
）

　
円
、
中
学
生
以
下
無
料

※
（　

）
は
20
人
以
上
の
団
体
料

　

金
で
す
。

【
関
連
行
事
】

①
公
開
古
式
鍛
錬

　

古
式
に
よ
る
日
本
刀
鍛
錬
風
景

■
問
い
合
わ
せ
先

　

備
前
長
船
刀
剣
博
物
館

　

☎
０
８
６
９-

６
６-

７
７
６
７

　 

市
民
大
学
講
座
で
学
び
ま
せ
ん
か

 

せ
と
う
ち
村
塾

　

市
民
大
学
講
座
と
し
て
お
な
じ

み
の
「
せ
と
う
ち
村
塾
」
を
次
の

日
程
で
開
催
し
ま
す
。

　

倉
敷
芸
術
科
学
大
学
名
誉
教
授

の
一
村
稔
氏
を
招
き
、
電
子
計
算

機
の
歴
史
や
使
い
方
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
特
徴
や
電
話
と
の
違
い

に
つ
い
て
、
や
さ
し
く
講
義
を
行

い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
わ
た
し
た
ち
と
一
緒

に
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

▽
月
日
・
内
容

①
４
月
10
日
（
日
）　
「
電
子
計
算

　

機
の
生
い
立
ち　

ソ
ロ
バ
ン
と  

　

計
算
尺
」

②
５
月
８
日
（
日
）　
「
イ
ン
タ
ー

　

ネ
ッ
ト
」　

▽
時
間　

午
後
１
〜
４
時

▽
場
所　

中
央
公
民
館

▽
会
費　
５
０
０
円

■
問
い
合
わ
せ
先

　

今
吉
さ
ん

　

☎
０
８
０-

３
８
８
８-

８
５
０
２

を
公
開
し
ま
す
。

▽
日
時　

４
月
10
日
（
日
）
午
前

　

11
時
〜
・
午
後
２
時
〜
（
各
１

　

時
間
）

▽
観
覧
料　
無
料（
入
館
料
は
必
要
）

②
日
本
刀
手
入
れ
講
習
会

　

日
本
刀
の
手
入
れ
の
方
法
を
体

験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
日
時　

４
月
３
日
（
日
）

　

午
後
１
〜
３
時

▽
受
講
料　
無
料（
入
館
料
は
必
要
）

③
小
刀
製
作
講
座

　

刀
匠
の
指
導
に
よ
り
玉
鋼
を
材

料
に
し
た
小
刀
を
製
作
し
ま
す
。

▽
日
時　

４
月
2
日
（
土
）、
16

　

日
（
土
）　

午
前
10
時
〜
午
後

　

４
時

▽
受
講
料　

１
２
、０
０
０
円（
材

　

料
費
・
入
館
料
を
含
む
）

▽
募
集
対
象　

日
本
国
籍
を
持
つ

　

次
の
人

・
青
年
海
外
協
力
隊　

20
〜
39
歳

・
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

　

40
〜
69
歳

▽
募
集
分
野　

農
林
水
産
、加
工
、

　

土
木
建
築
、
保
健
衛
生
、
教
育

　

文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
、
計
画
・
行

　

政
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど

▽
応
募
方
法　

所
定
の
応
募
書
類

　

を
郵
送
で
提
出

▽
派
遣
期
間　

２
年
間

※
派
遣
前
に
原
則
65
日
間
の
訓
練  

　

が
あ
り
ま
す
。

※
現
地
で
の
生
活
費
や
往
復
運
賃

　

な
ど
派
遣
に
必
要
な
経
費
は
Ｊ

　

Ｉ
Ｃ
Ａ
が
負
担
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
・
資
料
請
求
先

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
中
国

　

〒
７
３
９-

０
０
４
６

　

広
島
県
東
広
島
市
鏡
山
３-

３-

１

　

☎
０
８
２-

４
２
１-

６
３
１
０ 

 

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

 

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

　

皆
さ
ん
は
、
悩
み
ご
と
な
ど
を

人
に
聞
い
て
も
ら
っ
て
、
元
気
に

な
っ
た
経
験
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
相
手

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
ス
マ
イ
ル

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

９
６
０
０ 

 

移
設
し
ま
す

 

吉
井
川
河
川
公
園
遊
具

　

吉
井
川
河
川
公
園
に
設
置
し
て

あ
る
遊
具
な
ど
を
、
邑
久
ス
ポ
ー

ツ
公
園
へ
移
設
し
ま
す（
ト
イ
レ
、

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
施
設
を
除
く
）。

　

こ
れ
は
、
毎
年
台
風
時
や
吉
井

川
の
増
水
が
予
想
さ
れ
る
際
、
遊

具
の
撤
去
や
設
置
に
多
額
の
費
用

が
発
生
す
る
た
め
で
す
。

　

移
設
時
期
は
、
５
月
中
旬
ご
ろ

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
ご
理
解
を

お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

建
設
課

　

☎
０
８
６
９-

２
２-

３
９
２
３

　
　

 

瀬
戸
内
市
立
美
術
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー

 

平
田
將
人
吹
き
ガ
ラ
ス
展

　　

岡
山
県
在
住
で
ガ
ラ
ス
作
家
の

平
田
將ま
さ
と人

氏
が
、
牛
窓
の
風
景
を

イ
メ
ー
ジ
し
て
製
作
し
た
ワ
イ
ン

グ
ラ
ス
、
タ
ン
ブ
ラ
ー
、
キ
ャ
ン

ド
ル
ス
タ
ン
ド
な
ど
の
ガ
ラ
ス
作

来
を
支
え
る
新
た
な
産
業
の
育
成

な
ど
の
効
果
に
つ
な
が
り
、
す
べ

て
の
方
の
未
来
に
関
わ
る
も
の
と

い
え
ま
す
。

　

家
や
事
業
所
な
ど
に
お
い
て
太

陽
光
で
発
電
さ
れ
た
電
気
の
う

ち
、
使
わ
な
か
っ
た
電
気
の
買
取

り
を
電
力
会
社
に
義
務
づ
け
る
太

陽
光
発
電
の
余
剰
電
力
買
取
制
度

が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　

買
取
り
に
必
要
な
費
用
は
、
太

陽
光
発
電
促
進
付
加
金
と
い
う
項

目
で
、
本
年
４
月
か
ら
電
気
料
金

の
一
部
と
し
て
、
電
気
を
使
う
す

べ
て
の
人
に
負
担
を
お
願
い
し
て

い
ま
す
。

　

負
担
額
は
、
１
カ
月
の
電
気
使

用
量
が
約
３
０
０
キ
ロ
㍗
時
の
場

合
、
月
に
18
円
程
度
と
な
り
、
負

担
額
は
太
陽
光
発
電
の
普
及
の
た

め
に
使
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
制
度
に
よ
り
、
住
宅
向
け

太
陽
光
発
電
の
導
入
は
制
度
開
始

の
話
に
耳
を
傾
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
こ
と
で
す
。
単
に
話
を
聞
く

だ
け
で
な
く
、
心
で
聴
い
て
受
け

止
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
ス
マ

イ
ル
で
は
、
こ
の
傾
聴
の
技
法
・

技
能
を
修
得
す
る
こ
と
が
で
き
る

養
成
講
座
を
５
月
か
ら
10
月
ま
で

10
回
に
わ
た
っ
て
開
講
し
ま
す
。

　

講
師
は
、
教
職
員
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
「
沢
田
の
杖
塾
」
を
主
宰
し

て
い
る
岡
山
県
公
立
学
校
学
校
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
の
森
口
章
氏
。
初
回

は
、「
人
を
援
助
す
る
こ
と
と
傾

聴
」と
題
し
て
講
義
を
行
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
積
極
的
な
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

▽
日
時（
初
回
）　
５
月
12
日（
木
）

　

午
前
10
時
〜
正
午

※
他
の
回
か
ら
の
受
講
は
不
可
で
す
。

▽
場
所　

地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ

　

ー
ス
マ
イ
ル
（
瀬
戸
内
市
邑
久

　

町
山
田
庄
８
８
０-

１
）

▽
申
込
期
限　
５
月
６
日
（
金
）

▽
定
員　

30
人

▽
費
用　

無
料

太陽光発電

太陽光エネルギー

電気利用者者

施設 住宅 事業所

電力会社発電した電気のうち
使わなかった電気

買取収入

電気

太陽光発電促進付加金

太陽光発電の余剰電力買取制度のしくみ

平田氏が製作したガラス作品

太刀　備前国長船兼光（南北朝時代）

の
話
に
耳
を
傾
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ



健診名 月日 対象
乳児健診

（4・5ヵ月児） 4 月 19 日（火） 平成22年 11月生

乳児健診
（9・10 ヵ月児） 4 月 20 日（水） 平成22年 7月生

1 歳６ヵ月児健診 4 月 13 日（水） 平成21年 9月生
2 歳児健診 4 月 14 日（木） 平成20年 12月生
3 歳児健診 4 月 27 日（水） 平成19年 10月生

子どもの健診

人の動き《平成 23年 3月 1日現在》
人口 ３９，２６４人 （－４０）
男 １８，６８４人  （－１９）
女 ２０，５８０人 （－２１）
世帯 　１４，６０１世帯 （－　２）

■問い合わせ先　健康づくり推進課　☎０８６９-２６ -５９６２

▽場　　所　ゆめトピア長船　

▽受付時間　午後 1時 15 ～ 45 分

3/27 3/28 3/29 3/30 3/31 1 2
体協　剣道教室
　9：00 ～
　邑久 B&G海洋センター

3
体協　春季軟式野球大会
　9：00 ～
　邑久・長船スポーツ公園

4 5
○身体・知的障害専門相談
　13：00 ～ 17：00
　地域生活支援センタースマイル

6
●心配ごと相談
　9：00 ～ 12：00
　邑久町総合福祉センター

7
○わーく相談会
　13：30 ～ 16：00
　ゆめトピア長船

8  
◇精神保健福祉相談
　13：30 ～ 15：00
　ゆめトピア長船

9
○思春期こころの健康相談
　10：00 ～ 15：00
　地域生活支援センタースマイル

10
体協　春季軟式野球大会
　9：00 ～
　邑久・長船スポーツ公園
体協　歩こう会
　西大寺・観音院コース
　9：00瀬戸内市役所集合

11
◇こころの健康相談
　13：30 ～ 15：00
　ゆめトピア長船

12
○身体・知的障害専門相談
　13：00 ～ 17：00
　地域生活支援センタースマイル

13
●心配ごと相談
　9：00 ～ 12：00
　ゆめトピア長船

14
●行政・なやみごと相談
　10：00 ～ 12：00
　瀬戸内市役所

15 16
○思春期こころの健康相談
　10：00 ～ 15：00
　地域生活支援センタースマイル
体協　春季ペタンク大会
　9：00 ～
　邑久スポーツ公園

17
体協　ミックスダブルステニス大会
　9：00 ～
　邑久スポーツ公園

18　 19  
○身体・知的障害専門相談
　13：00 ～ 17：00
　地域生活支援センタースマイル

20
●行政・なやみごと相談
　10：00 ～ 12：00
　牛窓町公民館
●心配ごと相談
　9：00 ～ 12：00
　邑久町総合福祉センター
●住宅増改築相談
　9：00 ～ 15：00
　瀬戸内市役所

21  22
●行政・なやみごと相談
　10：00 ～ 12：00
　ゆめトピア長船
◇精神保健福祉相談
　13：30 ～ 15：00
　地域生活支援センタースマイル
◇離乳食講習会
　10：00 ～ 11：30
　ゆめトピア長船
体協　レディースソフトテニス大会
　9：00 ～
　邑久スポーツ公園

23
○思春期こころの健康相談
　10：00 ～ 15：00
　地域生活支援センタースマイル

24
体協　春季ソフトボール大会
　8：30 ～
　邑久・長船スポーツ公園

25
◇こころの健康相談
　13：30 ～ 15：00
　ゆめトピア長船

26
◇育児相談・すこやか歯の教室
　9：30 ～ 11：00
　ゆめトピア長船
○身体・知的障害専門相談
　13：00 ～ 17：00
　地域生活支援センタースマイル

27
●心配ごと相談
　9：00 ～ 12：00
　牛窓町公民館

28
○わーく相談会
　13：30 ～ 16：00
　ゆめトピア長船

29  昭和の日 30

      　　2011　April
4

 　　体協の行事についてのお問い合わせは下記へお願いします。
　■問い合わせ先　瀬戸内市体育協会　☎０８６９-２２ -２２１１　ＨＰ　http://setouchi-taikyo.or.jp/

月納期の市税・保険料
固定資産税【１期】（全期前納）　
国民健康保険税【１期】　介護保険料【１期】
※納付期限は５月２日（月）です。
※納付には口座振替が便利です。ぜひご利用ください。

生活習慣病教室
　市民病院では、毎月１回、生活習慣病教室を開催しています。
　興味のある人は、ぜひご参加ください。

▽日時　４月 20 日（水）　午前 11 時～

▽場所　瀬戸内市民病院

▽テーマ　「肝臓病について」

▽定員　30 人（テーマに沿った食事付きは 24 人）

▽参加費　食事付き 500 円（食事なし 100 円）
■問い合わせ・予約先
　瀬戸内市民病院　☎０８６９-２２ - １２３４

あじさい講座
　在宅介護支援センターあじさいでは、一人でも多くの人に介
護や福祉に関する知識技術を得てもらい、地域福祉の向上を図
ることを目的にあじさい講座を開催しています。
　なお、当日は介護用品の展示も行います。

▽日時　４月 16 日（土）　午前 10 時～午前 11 時 30 分

▽場所　あじさいのおか牛窓（牛窓町長浜 1745-1）

▽テーマ　「身近な病気"糖尿病"を知ろう！　本当は怖い糖尿病」

▽講師　津島公氏（津島医院医師）

▽参加費　無料（申込は不要）
■問い合わせ先
　在宅介護支援センターあじさい　☎０８６９-３４ -６３６６

ポリオ予防接種
　ポリオは「小児マヒ」と呼ばれ、生ワクチンを口から飲む予
防接種です。以前は流行を繰り返していましたが、予防接種の
効果で現在は、国内での自然感染は報告されていません。
　しかし、現在でもインド、アフリカなどではポリオの流行が
あり、海外との交流も多い時代なので、予防のためにワクチン
を飲んで免疫を付けておきましょう。

▽日時　４月 12 日（火）午後１時 30 分～２時

▽場所　ゆめトピア長船

▽対象年齢　生後３カ月～ 90 カ月

▽接種方法　６週間以上あけて２回経口投与

▽料金　無料

▽持ってくるもの　母子健康手帳、予診票（記入したもの）
※発熱や下痢をしているとワクチンの効果が弱まるので、延期
　してください（予診票は会場にもあります）。
■問い合わせ先
　健康づくり推進課　☎０８６９-２６ - ５９６２

法律相談
　法律的な問題について弁護士と相談ができます。相談を希望
する人は、事前にご予約ください。予約開始日は４月１日（金）
からで、定員は８人で締め切りとなります。

▽日時　５月 12 日（木）　午前 10 時～午後３時

▽場所　牛窓町公民館

▽相談料　無料
■問い合わせ・予約先
　総務課　☎０８６９-２２ - １１１２

●行政相談（主に行政全般に関する相談）
　【相談員：行政相談委員】
　■問い合わせ先
　　総務課　☎０８６９-２２ - １１１２

●心配ごと相談（内容はどんな相談でもOK）
　【相談員：心配ごと相談員、弁護士（要予約）】
　■問い合わせ・予約先　瀬戸内市社会福祉協議会
　　本　　所　☎０８６９-２２ - ２９４０
　　長船支所　☎０８６９-２６ - ３１００
　　牛窓支所　☎０８６９-３４ - ６９２４

●なやみごと相談（主に人権や身近な悩みごとに関する相談）
　【相談員：人権擁護委員】
　■問い合わせ先
　　人権啓発室　☎０８６９-２２ - ３９２２

●住宅増改築相談（住宅に関する相談）
　【相談員：住宅相談員】
　■問い合わせ先
　　建設課　☎０８６９-２２ - ２６４９

◇育児相談・すこやか歯の教室（乳幼児に関する相談）
　■問い合わせ先
　　健康づくり推進課　☎０８６９-２６ - ５９６２

◇離乳食講習会（離乳食の作り方・試食会）  
　【対象：生後４カ月以上の乳幼児と保護者（予約不要・無料）】
　■問い合わせ先
　　健康づくり推進課　☎０８６９-２６ - ５９６２

◇こころの健康相談（心の健康に関する相談）
　【相談員：臨床心理士（要予約）】
　■問い合わせ・予約先
　　健康づくり推進課　☎０８６９-２６ - ５９６２

◇精神保健福祉相談（精神保健福祉に関する相談）
　【相談員：精神科専門医（要予約）】
　■問い合わせ・予約先
　　備前保健所　☎０８６-２７２ - ３９３４

○身体・知的障害専門相談
　【相談員：専門相談員（要予約）】
　■問い合わせ・予約先
　　地域生活支援センタースマイル
　　☎０８６９-２２ - ９６００

○思春期こころの健康相談
　【相談員：思春期保健相談士（要予約）】
　■問い合わせ・予約先
　　地域生活支援センタースマイル
　　☎０８６９-２２ - ９６００

○発達障害専門相談
　【相談員：臨床心理士（要予約・相談日は別途お知らせ）】
　■問い合わせ・予約先
　　地域生活支援センタースマイル
　　☎０８６９-２２ - ９６００

○わーく相談会（障害者の生活や仕事に関する相談）
　【相談員：岡山障害者就業・生活支援センター相談員】
　■問い合わせ・連絡先
　　福祉課　☎０８６９-２６ - ５９４３

※各種相談日は、左ページのカレンダーをご覧ください。

各種相談



投稿お待ちしています

①１歳の赤ちゃんの写真
　両親の名前、赤ちゃんの生年月
日、両親からのひとことを記入
②短歌・俳句・詩
③イベント案内の告知や募集案内
④イラスト・絵手紙
⑤瀬戸内市の風景などの写真
　写真の題名、撮影場所、撮影日
時、コメントなどを記入
★応募方法　
　住所・氏名・電話番号を明記し、
はがき・ＦＡＸ・電子メールなど
で政策調整課へ送付してください。
　匿名・ペンネームを希望する場
合は、その旨もお書きください。
★留意点
　原則として、投稿していただい
た原稿や作品は返却していません。
　掲載の都合上、すべての作品を
掲載できない場合もありますの
で、あらかじめご了承ください。
■問い合わせ・応募先
　〒７０１-４２９２
　瀬戸内市邑久町尾張３００-１
　瀬戸内市役所　政策調整課
　☎０８６９- ２２ - １１１３
　FAX ０８６９ - ２２ - ３３０４
　mail:hiroba@city.setouchi.lg.jp
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※ＨＰにカラー版あり※ＨＰにカラー版あり

▽日時　４月 24 日（日）
　午前９時～午後３時
※雨天の場合は５月１日（日）に
　順延します。

▽集合時間　午前８時 50 分

▽集合場所　東鶴山公民館（備前
　市佐山 2616）

▽参加費　100 円（保険代）

　美和地区歩く会では、ヘルスアップウォーキングを開催します。東鶴
山公民館、りおう山、黒井山等覚寺、道の駅黒井山グリーンパークを巡
る全 7kmのコースです。申し込みは不要。どなたでも参加できます。

▽持ってくるもの　お弁当、飲み物、雨具
■問い合わせ先
　美和地区歩く会　妹尾さん　☎０９０-７２４３ - ６７５２

▽日時　４月９日（土）
　午前９時 45 分～午後３時 15 分
※小雨決行です。

▽集合時間　午前９時 30 分

▽集合場所　瀬戸内きらり館

▽申込期限　４月５日（火）

▽参加費　1,100 円（昼食代・フェ
　リー代、保険代）

　瀬戸内きらり館では、前島ウォーク「潮風ハイク」の参加者を募集し
ます。前島の潮風に吹かれ、桜の咲く道をのんびりウォーキングしてみ
ませんか。大坂城築城の残石群の見学もあります。

▽持ってくるもの　飲み物、タオル、雨具
■問い合わせ・申込先
　瀬戸内きらり館　☎０８６９-３４- ５２５０

春の瀬戸内市を歩きませんか     けいじばん
けいじばんの瀬春の瀬

　ヘルスアップウォーキング

５００

りおう山展望台

前島展望台から望む景色

　前島ウォーク　潮風ハイク

わが家の宝１歳です！

出射華
は る き

季ちゃん
ご両親　和彦・沙織さんから
元気いっぱいやんちゃなハルくん！！
お姉ちゃんたちに負けずに
たくましく育ってね┃♡

撮影者　金谷芳寛さん

撮影場所　牛窓町牛窓

撮影日　２月 14 日

題名　雪景色

コメント
２月 14 日に、牛窓では珍し
く降雪がありました。
古い町屋（江戸時代からあ
る古い造り酒屋）を撮影し
てみました。看板代わりの
「杉玉」も雪交じりの寒風に
揺れていました。

瀬戸内写真館市民ギャラリー

Haruki
 平成 21年 12月 12日生まれ

本田幸
ゆき

ちゃん
お住まい　牛窓町牛窓
ご両親　崇・愛さんから
幸の可愛い笑顔に家族みんな
癒されてます (^o^)
優しくて、思いやりのある子
に育ってね☆

Tomoya
 平成22年 3月 23日生まれ

首藤智
と も や

哉ちゃん
お住まい　長船町長船
ご両親　信一・麻琴さんから
よく笑い、よく泣く
我が家のプリンス。
これからも強く優しく
元気に育ってね♪

Yuki
 平成 22 年 1 月 13 日生まれ

▼久本晃子さん

▲山本敏子さん

広報 せとうち No.77    2223     2011.4




